
令和７年度公立高等学校入学者選抜学力検査の分析結果について 課 長 報 告

１ 目 的
（１） 検査問題の妥当性を検証し、今後の内容・形式等の改善に

役立てる。
（２） 受験者の学習成果の実態を明らかにし、県下中学校の学習

指導上の課題を考察し、改善の指針を示す。

２ 学力検査の実施教科
国語、社会、数学、理科、英語

３ 分析結果
（１）平均点

教科 国語 社会 数学 理科 英語 総点 受験者数

平均
58.6
(59.0)

56.1
(59.6)

47.0
(49.9)

57.4
(56.6)

55.5
(50.4)

274.7
(275.5)

12,910人
(13,149人)

最高
94
(96)

100
(100)

100
(100)

98
(100)

100
(100)

467
(479)

最低
0

(0)

0

(0)

0

(0)

0

(0)

0

(0)

0

(0)

中央値
61
(61)

57
(61)

47
(51)

58
(57)

56
(46)

276
(274)

最頻値
69
(63)

68
(82)

44
(54)

67
(57)

44
(23)

275
(220)

合格者
平均

58.8
(59.0)

56.2
(59.4)

47.1
(49.8)

57.6
(56.5)

55.6
(50.1)

275.4
(274.8)

※ 数値は、全日制課程受験者の値
※（ ）は昨年度の値

（２）総点及び各教科の得点分布

総点 国語

社会 数学

理科 英語
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令和７年度公立高等学校入学者選抜学力検査の分析結果について

（４）今後の対応

知識・技能を活用して、課題を解決するために必要な思考
力、判断力、表現力等を育成するため、生徒が主体的に学習
活動に取り組む場面の設定などの工夫や、授業の構成及び指
導のあり方の改善が必要である。

教科 授業づくりのポイント

国
語

○文章中の表現の効果について、根拠を明確にしなが
ら自分の考えを書いたり発表したりする活動の充実
○古典について解説した文章、音声や映像メディア等
を活用するなど古典の世界を想像できる活動の充実

社
会

○地理的・歴史的・公民的な見方・考え方を働かせ、
有機的に関連付けができる題材や問いの工夫
○諸資料を活用し、情報を収集する活動、収集した情
報を読み取り、まとめる活動の実践

数
学

○スモールステップでの指導による、順序立てて考察
する活動の充実

○解決の見通しや考察した過程、根拠を確認する対話的
な活動の充実

理
科

○観察、実験の結果について、関係性や規則性を見い
だす活動の時間確保
○探究の過程を通して、表現力の育成につながる言語
活動の充実

英
語

○英文読解時における、時系列に情報を整理したり、
大まかな内容を把握したりする活動の充実
○言語活動時における、生徒の気付きを促しながら、

表現の正確性が高まるような指導の実践

教科 概 況

国
語

漢字の読み書きや、説明的な文章を読んで、筆者の
論の進め方を捉えることはできているが、文章の表現
の特徴を捉えることや、古典に表れたものの見方や考
え方を捉えることに課題が見られた。

社
会

日本の地域的特色や人権尊重の理解、資料から基本
的な情報を読み取ることはできているが、歴史的事象
を関連付けて捉えることや、複数の資料を活用して論
理的に考察し表現することに課題が見られた。

数
学

数と式の計算に関する基本的な知識・技能の定着は
見られるが、条件を読み取り、数学的に処理、表現す
ることや、問題解決への見通しを持ち、数学的に考察

し処理することに課題が見られた。

理
科

自然の事物・現象についての基本的な知識や観察・
実験の基本的な技能は身に付いているが、観察・実験
の結果を分析・解釈し、関係性や規則性を見いだすこ
とや、知識を活用して表現することに課題が見られた。

英
語

簡潔な資料から情報を読み取ること、意欲的に自分
の考えを伝えようとすることについては学びの成果が

見られるが、英文の概要や要点を把握することや、正
確な英語で自分の考えを書くことに課題が見られた。

ま
と
め

基本的な知識や事象の理解は定着しており、与えら
れた情報から必要なものを読み取る基礎的な能力は身
に付いている。一方、複数の資料から情報を読み解き、
関係性や規則性を見いだす力や、論理的に考察し、自
分の考えを明確に表現することに課題が見られた。

（３）各教科の概況

全日制課程の学校・学科の中から学力検査総点の受験者平均
点を基にして５０校・学科を抽出、さらに調査書総点ごとのバ
ランスに留意して合計４００人の答案を抽出し、教科ごと、小
問ごとにその状況を分析考察した。
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令 和 ７ 年 度

公立高等学校入学者選抜学力検査問題
　

社　　会

第　一　問　人権保障のあゆみについて、資料Ａを読んで、あとの１～４の問いに答えなさい。
資料Ａ　人権保障のあゆみ
　すべての人間が、生まれながらにしてもつ、人間らしく生きるための権利を人権といいます。①17
世紀から18世紀に欧米諸国で起こった市民による革命のなかで、人権思想が発達しました。②19世紀
に社会や市民生活が変容すると、人々が保障を求める人権の範囲も拡大し、③20世紀には各国の憲法 
によって人権が保障されるようになりました。国際連合は、1948年の総会で ④  を採択し、その 
後も、人種や性別、住んでいる国や地域にかかわらず、あらゆる立場の人々に人権が保障されるよう、
さまざまな条約を採択しています。
１　下線部①について、次の⑴、⑵の問いに答えなさい。
⑴　社会契約説を唱え、17世紀から18世紀に欧米諸国で起こった市民による革命に影響を与えたイギ
リスの思想家として、最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　ロック　　　　イ　モンテスキュー　　　　ウ　ルソー　　　　エ　ガンディー（ガンジー）

⑵　17世紀から18世紀に欧米諸国で起こった市民による革命について述べた次のア～ウの文を、起
こった年代の古い順に並べかえ、記号で答えなさい。
ア　フランスで、革命を支持する人々が議会を結成し、人権宣言を発表した。
イ　イギリスで、議会を尊重する王が選ばれ、権利の章典（権利章典）が定められた。
ウ　アメリカで、独立を主張する人々が戦争を起こし、独立宣言を発表した。

２ 　下線部②に関して、19世紀の欧米諸国の社会のようすについて述べた文として、最も適切なものを、
次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　イタリアで、人間の個性や自由を表現するルネサンスが起こり、ヨーロッパ各地に広まった。
イ　アメリカで、株価が大暴落したことをきっかけに深刻な不況となり、世界恐慌につながった。
ウ　ドイツで、教皇や教会の権威を否定し、聖書を信仰の中心におく宗教改革が始まった。
エ　イギリスで、産業革命の進展により、資本家との格差の広がった労働者が労働組合を結成した。

３　下線部③について、資料Ｂは20世紀にドイツで制定
された憲法の一部です。資料Ｂに示された内容を含む
権利として、最も適切なものを、次のア～エから１つ
選び、記号で答えなさい。
ア　自由権　　　　　イ　平等権
ウ　社会権　　　　　エ　参政権

４　 ④  にあてはまる、1948年に国際連合の総会で採択され、人権保障の基準として示されたもの
を書きなさい。

資料Ｂ　 20世紀にドイツで制定された憲法
の一部

第151条
　 　経済生活の秩序は、すべての人に
人間に値する生存を保障することを
目指す、正義の諸原則にかなうもの
でなければならない。（以下略）
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第　二　問　美希さんは、社会科の授業で、「中国・四国地方の自然環境と産業」について調べ、資料Ａ
を作成しました。これをみて、あとの１～３の問いに答えなさい。

１　美希さんは、下線部①について調べ、わかったこ
とをメモに記しました。 ａ  ～ ｃ  にあ
てはまる語句の組み合わせとして、最も適切なもの
を、次のア～カから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　ａ － 北西　　ｂ － 南東　　ｃ － 多い
イ　ａ － 北西　　ｂ － 南東　　ｃ － 少ない
ウ　ａ － 北西　　ｂ － 北西　　ｃ － 多い
エ　ａ － 南東　　ｂ － 北西　　ｃ － 少ない
オ　ａ － 南東　　ｂ － 北西　　ｃ － 多い
カ　ａ － 南東　　ｂ － 南東　　ｃ － 少ない

２　下線部②について、美希さんは、瀬戸内工業地域の特徴を調べるために、瀬戸内工業地域、中京工
業地帯、阪神工業地帯、全国の製造品出荷額等の構成について調べ、資料Ｂを作成しました。資料Ｂ
中の ア ～ エ  は、化学工業、機械工業、金属工業、食料品工業のいずれかを示しています。
このうち、化学工業を示すものとして、正しいものを、資料Ｂ中のア～エから１つ選び、記号で答え
なさい。

○ 　中国山地より北の地域は山陰、四国山地より南
の地域は南四国、中国山地と四国山地にはさまれ
た地域は瀬戸内とよばれ、３つの地域では①異な
る気候の特色がみられます。
○ 　工業については、波が穏やかで、海上輸送に適
している瀬戸内海の沿岸に工業用地が整備され、
②瀬戸内工業地域として発展してきました。
○ 　農業については、３つの地域で、地形を有効に
活用したり、気候に適した作物を栽培したりする
など、それぞれで③自然環境に合わせた農業が行
われてきました。

中国山地

四国山地

吉備中央町
き び

資料Ａ　中国・四国地方の自然環境と産業

メモ
　山陰では、冬に ａ  から季節風が
吹く影響で、冬の降水量が多い。
　南四国では、夏に ｂ  から季節風
が吹く影響で、夏の降水量が多い。
　瀬戸内では、中国山地と四国山地が季
節風をさえぎるため、年間を通じて降水
量が ｃ  。

0 20 40 60 80 100
（%）

瀬戸内工業地域

中京工業地帯

全国

繊維 2.0％

その他
13.6％

10.3％ 68.3％ 6.8％ 9.0％

21.1％ 38.8％ 15.7％ 10.8％

14.4％ 44.5％ 14.0％ 12.0％ 14.0％

4.9％

阪神工業地帯

0.7％

1.1％

1.1％

ア
20.5％

12.5％

イ
31.3％

ウ
24.6％

エ
8.0％

資料Ｂ　瀬戸内工業地域、中京工業地帯、阪神工業地帯、全国の製造品出荷額等の構成（2021年）

 （「日本国勢図会2024/25」より作成）

����



３　下線部③について、次の⑴～⑶の問いに答えなさい。
⑴　南四国で行われている、ビニールハウスなどを利用して、野菜などの生育期間を短縮し、出荷時
期を調整する栽培方法を何というか、書きなさい。
⑵　美希さんは、中国・四国地方の農業産出額の推移について調べ、資料Ｃを作成しました。資料Ｃ
から読みとれることとして、最も適切なものを、あとのア～エから１つ選び、記号で答えなさい。

ア　中国地方の農業産出額は、2010年の方が、2020年よりも多い。
イ　2010年の、四国地方の農業産出額全体に占める野菜の産出額の割合は、３割を超えている。
ウ　2015年と2020年を比較すると、両地方とも、野菜の産出額は増加し、米の算出額が減少してい
る。
エ　両地方とも、2020年の畜産の産出額は、2020年の米と果実の産出額の合計よりも多い。

⑶　美希さんは、中国地方の農業に興味をもち、岡山県吉備中央町のぶどう生産について調べを進め、
資料Ｄ～Ｆを作成しました。吉備中央町の「ぶどう生産団地」での取り組みによって、果実の生産
においてどのような変化がみられているか、取り組みの内容にふれながら、資料Ｄ～Ｆをもとにし
て、簡潔に述べなさい。

資料Ｃ　中国・四国地方の農業産出額の推移
農業産出額
（億円）

農業産出額の内訳（億円）
米 野菜 果実 畜産 その他

中国 四国 中国 四国 中国 四国 中国 四国 中国 四国 中国 四国
2010年 4,120 3,942 1,115 513 799 1,324 465 742 1,480 928 261 435
2015年 4,381 4,101 1,012 438 825 1,453 513 762 1,795 1,035 236 413
2020年 4,577 4,103 1,003 508 945 1,502 590 807 1,797 915 242 371

（注）数字は四捨五入している。 （「生産農業所得統計」などより作成）

（資料Ｄ、Ｅは「中国・四国農政局ホームページ」などより、資料Ｆは「市町村別農業産出額」より作成）

資料Ｄ　吉備中央町の「ぶどう生産団地」での取り組みについて

 【取り組み前の農業のようす】
○　2000年ごろ、ぶどうが町の果実生産の約９割を占め、町の特産品となった。
○ 　町はぶどうの生産規模拡大を試みたが、生産条件の整った農地が不足するとともに、人口減
少や高齢化により農業に従事する人も不足していた。
 【取り組みの内容】
○ 　2016年、町が主体となり町営牧場の跡地をぶどう畑に改良し、かんがい設備、農作業道など
を整備し、「ぶどう生産団地」がつくられた。
○　町の公社が研修用のぶどう畑を用意し、新規就農者を対象に実務的な研修体制を整えた。
○ 　ぶどう生産に従事してきた人々の団体が中心となり、新規就農者に対して栽培技術を伝達し、
共同出荷するしくみをつくった。

資料Ｅ　 吉備中央町のある地区のぶどう農家・農業法人の
生産規模の推移

2014年 2021年
営農規模（面積）（ha） 6.5 16.6
農家・農業法人数（戸） 25 44
経営面積（１戸あたり 
の面積）（ａ）

26 37 

（注） 営農規模とは、農家等が生産に用いている土地の面積の合計の 
ことである。

　　資料Ｆ　 吉備中央町のおもな農産物の産出額の推移
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第　三　問　勇治さんは、社会科の授業で、「日本における外来文化の受容」について調べ、次の表を作
成しました。これをみて、あとの１～５の問いに答えなさい。

日本における外来文化の受容に関するおもなできごと

古代 中国や朝鮮半島からやってきた渡来人によって、土器の製造や機
はた

織
お

りの技術が伝えられた。
朝鮮半島からやってきた渡来人によって、①仏教が伝えられ、寺院や仏像が造られた。

中世 宋から建築技術が伝えられ、新たな建築様式で建造物の再建や造営が行われた。
禅宗の僧が中国にわたって ②  を学び、日本に持ち帰った。

近世 ③キリスト教の宣教師などによって、キリスト教の教えや天文学が伝えられた。
④蘭学を学ぶ人々があらわれ、医学などの学問が発達した。

近代 都市を中心に、欧米諸国の文化を取り入れた新たな生活様式が広がった。
欧米からの技術者や教師を雇うことで、政府は⑤産業の振興をはかった。

１　下線部①に関して、日本の仏教に関する古代から中世のできごとについて述べた次のア～ウの文を、
起こった年代の古い順に並べかえ、記号で答えなさい。
ア　自然災害や社会の変化によって人々の不安な気持ちが高まり、浄土信仰が都で広まった。
イ　一心に「南無阿弥陀仏」と念仏を唱えることを説く宗派などが生まれ、武士や民衆に広まった。
ウ　仏教の力によって社会不安から国家を守るという考えのもと、国分寺や国分尼寺が建てられた。

２　 ②  にあてはまるものとして、最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさ
い。
ア　大衆芸能から生まれた能　　　　　　　　　　　　イ　墨の濃淡で自然を表現する水墨画
ウ　踊りから発達した歌舞伎　　　　　　　　　　　　エ　浮世絵の多色刷り版画である錦絵

３　下線部③に関して、キリスト教の宣教師が来日した16世紀の世界のようすについて述べた文として、
最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　東アジアに明が建国され、日本などの周辺諸国と朝貢関係を結んだ。
イ　西ヨーロッパ諸国の王や貴族が聖地を奪回するために、十字軍を派遣した。
ウ　ドイツが統一されて帝国となり、産業が急速に発展した。
エ　マゼランの一行が世界一周に初めて成功し、新しい航路を開拓した。

４　下線部④に関して、杉田玄白や前野良沢らが、オランダ語で書かれた解剖書を翻訳し、日本で出版
した書物の名前を何というか、書きなさい。

５　下線部⑤について、勇治さんは、明治時代初期に、鉄道や港湾、電信などの社会基盤の整備や鉱山
や製鉄などの基幹産業の育成を担当する工部省のもとに政府が学校を創設したことを知り、資料Ａ、
Ｂを作成しました。この学校は、どのようにして、どのような人材の養成を目指したと考えられるか、
資料Ａ、Ｂをもとにして、簡潔に述べなさい。

資料Ａ　工部省のもとに創設された学校に関する歴史
年 工部省のもとに創設された学校に関するおもなできごと
1873

1877

1879

1883
1885

技術者養成の学校として「工学寮」が創設され、土木、
機械、電信、建築、鉱山等の学科が置かれた。イギリス
から招かれた教員が、英語で専門的な授業を行った。
校名が「工部大学校」に変更された。教員として日本人
が初めて採用された。
第１回卒業式で23人が卒業し、イギリスに留学する者も
いた。
留学から帰国した卒業生の１人が教員として採用された。
工部省の廃止により、文部省の管理となった。

資料Ｂ　 工部大学校の開校４年間の卒業
生の進路状況（1882年時点）

進路状況 人数
工部省の技術職員 67
工部省以外の官庁の技術職員 9
県の技術職員 8
工部大学校の教員 12 
工部大学校以外の教員 3
イギリス留学 12
その他 5

合計 116
（資料Ａ、Ｂともに「日本工業教育成立史の研究」などより作成）
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１　下線部①について、次の⑴、⑵の問いに答えなさい。
⑴　内閣は国会によって指名された内閣総理大臣を中心に組織され、国会に対して連帯して責任を負
います。このように、内閣が国会の信任にもとづいて組織される制度を何というか、書きなさい。
⑵　雅美さんは、内閣と国会とのかかわりにつ
いて調べ、資料Ｂを作成しました。資料Ｂ中
の ａ ～ ｃ  にあてはまる語句の
組み合わせとして、正しいものを、次のア～
エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　ａ － 任命　ｂ － 総辞職　ｃ － 総選挙
イ　ａ － 任命　ｂ － 総選挙　ｃ － 総辞職
ウ　ａ － 指名　ｂ － 総辞職　ｃ － 総選挙
エ　ａ － 指名　ｂ － 総選挙　ｃ － 総辞職

２　下線部②について、国の予算案を最初に審議する機関として、正しいものを、次のア～エから１つ
選び、記号で答えなさい。
ア　内閣　　　　　　イ　衆議院　　　　　　ウ　参議院　　　　　　エ　公正取引委員会
３　下線部③について、所得税に累進課税の制度がとられている理由を述べた文として、最も適切なも
のを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　税金を納める人と負担する人が異なる間接税とすることで、税収が確保できるため。
イ　所得に関係なく、同じ金額を納めることで、税の公平性を保つため。
ウ　市場の独占や寡占を規制し、市場経済における公正さを保つため。
エ　納税後の所得の格差を縮小し、所得を再分配できるため。

４　下線部④について、雅美さんは、国や地方公共団体と民間事業者とが都市公園の維持管理を連携し
て行う「Ｐａｒｋ－ＰＦＩ」という制度について調べ、資料Ｃを作成しました。この制度は、国や地
方公共団体と、民間事業者にとって、それぞれどのような利点があるか、資料Ｃをもとにして、簡潔
に述べなさい。

第　四　問　雅美さんは、社会科の授業で、「行政の役割と新たな取り組み」について調べ、資料Ａを作
成しました。これを読んで、あとの１～４の問いに答えなさい。

資料Ｂ　内閣と国会とのかかわりについて
　内閣総理大臣は、国会議員のなかから、国
会が ａ  します。
　国会には、内閣に対し、信任・不信任の決
議を行う権限があります。内閣不信任の決議
が可決された場合、内閣は ｂ  か、10日
以内に衆議院を解散して ｃ  かのどちら
かを行わなければなりません。

資料Ｃ　Ｐａｒｋ -ＰＦＩの概要

○ 　国や地方公共団体が、都市公園に
おける施設の維持管理と、都市公園
内のカフェなどの収益施設の運営と
を一体的に一定期間行う民間事業者
を公募する。
○ 　民間事業者は、民間ならではの手
法で収益施設を運営したり、イベン
トなどを公園の敷地内で開催したり
することができる。

（「国土交通省ホームページ」などより作成）

資料Ａ　行政の役割と新たな取り組み
　行政には、私たちが安心して生活できるようにする役割があります。国の行政は、①内閣が指揮監
督し、②予算にもとづいて、各行政機関が公共財の維持管理や公共サービスの提供を行っています。
これらの業務を行うためには、安定した③税金の収入によって財源を確保することが必要です。今後、
日本では、人口減少や少子高齢化が進み、税収の減少が見込まれます。そこで、行政機関は、④民間 
事業者との連携を進め、効率的で公正な行政を目指すなど、新たな取り組みを行っています。

民間資金公的資金 収益の一部を充当

公的資金 民間資金

カフェ等の収益施設の運営広場、園路などの公共部分の維持管理

導入後

導入前

カフェ

都市公園
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第　五　問　徹也さんは、社会科の課題で、「アフリカ州の発展に向けて」というテーマで調べ、資料Ａ
を作成しました。これを読んで、あとの１～４の問いに答えなさい。

資料Ａ　アフリカ州の発展に向けて
　アフリカ州は、①南半球に位置し、54の国で構成される地域です。世界の６つの州のなかで、国の
数が最も多い州ですが、その大部分は、ヨーロッパ諸国から植民地として支配された歴史をもちます。
　1960年にアフリカ州の17の国が一挙に独立し、その後も多くの国が独立を果たしましたが、植民地
としての歴史や民族対立を背景として、②発展を遂げつつある国と政治的・経済的に不安定な国との
あいだに格差が生じるようになりました。
　現在、アフリカ州の国々は③アフリカ連合（ＡＵ）を結成し、政治的・経済的な団結を強めていま 
す。日本でもアフリカ州の国々との経済的なつながりを求めて、④南アフリカ共和国やケニアなどの
国に多くの企業が進出しています。

１　下線部①について、徹也さんは、アフリカ州の略
地図を用意しました。略地図中に示した緯線と経線
のうち、赤道と本初子午線の組み合わせとして、最
も適切なものを、次のア～カから１つ選び、記号で
答えなさい。
ア　赤道 － ａ　　　本初子午線 － ｄ
イ　赤道 － ａ　　　本初子午線 － ｅ
ウ　赤道 － ｂ　　　本初子午線 － ｄ
エ　赤道 － ｂ　　　本初子午線 － ｅ
オ　赤道 － ｃ　　　本初子午線 － ｄ
カ　赤道 － ｃ　　　本初子午線 － ｅ

ａ

ｂ

ｃ

ｄ ｅ

エジプト

ケニア

ナイジェリア

南アフリカ
共和国

略地図

（注）緯線ａ～ｃと経線ｄ、ｅは30度ごとに引いてある。

資料Ｂ　世界のおもな地域機構の加盟数（2024年時点）
おもな地域機構 加盟数

東南アジア諸国連合
（ＡＳＥＡＮ） 10か国

ヨーロッパ連合
（ＥＵ） 27か国

アフリカ連合
（ＡＵ） 55か国・地域

アメリカ合衆国・メキシ 
コ・カナダ協定
（ＵＳＭＣＡ）

３か国

資料Ｃ　世界のおもな地域機構と日本との比較（2020年）

人口
（億人）

面積
（万㎢）

ＧＤＰ
（兆ドル）

ア 13.4 2,965 2.4
イ 4.5 412 15.3
ウ 5.0 2,178 23.7
エ 6.7 449 3.0
日本 1.3 38 5.0

（注）数字は四捨五入している。

 （資料Ｂ、Ｃともに「世界国勢図会2024/25」などより作成）

２　下線部②について、発展途上国とされる国々のあいだで生じる経済的格差などの問題を何というか、
書きなさい。

３　下線部③に関して、徹也さんは、アフリカ連合と世界のおもな地域機構について調べを進め、資料
Ｂ、Ｃを作成しました。資料Ｃ中の ア ～ エ  には、資料Ｂに示した４つの地域機構のいず
れかがあてはまります。資料Ｂを参考にして、アフリカ連合があてはまるものを、資料Ｃ中の
ア ～ エ  から１つ選び、記号で答えなさい。
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４　下線部④について、次の⑴、⑵の問いに答えなさい。
⑴　徹也さんは、アフリカ州に進出している日本の企業の数が多い国のうち、エジプト、ケニア、ナ
イジェリア、南アフリカ共和国の４か国を選び、それぞれの国の輸出入の状況について調べ、資料
Ｄを作成しました。資料Ｄから読みとれることとして、最も適切なものを、あとのア～エから１つ
選び、記号で答えなさい。

資料Ｄ　４か国の輸出入品上位３品目と輸出入総額（2022年）
輸出品上位３品目

〔輸出総額に占める割合（％）〕
輸出総額
（億ドル）

輸入品上位３品目
〔輸入総額に占める割合（％）〕

輸入総額
（億ドル）

エ ジ プ ト
液 化 天 然 ガ ス
石 油 製 品
野 菜 ・ 果 実

〔18.9〕
〔10.1〕
〔 7.6〕

521
機 械 類
石 油 製 品
プ ラ ス チ ッ ク

〔13.5〕
〔 6.6〕
〔 5.8〕

962

ケ ニ ア
茶

切 り 花 ・ 葉
野 菜 ・ 果 実

〔18.8〕
〔 8.5〕
〔 8.2〕

74
石 油 製 品
機 械 類
鉄 鋼

〔24.5〕
〔12.2〕
〔 6.0〕

211

ナイジェリア
原 油
液 化 天 然 ガ ス
化 学 肥 料

〔78.7〕
〔10.7〕
〔 3.0〕

634
石 油 製 品
機 械 類
自 動 車

〔39.4〕
〔16.9〕
〔 5.0〕

607

南 ア フ リ カ
共 和 国

白 金 族 の 金 属
石 炭
自 動 車

〔13.7〕
〔11.0〕
〔 9.1〕

1,216
機 械 類
石 油 製 品
自 動 車

〔20.7〕
〔17.1〕
〔 7.1〕

1,119

（注）数字は四捨五入している。 （「世界国勢図会2024/25」より作成）

ア　４か国それぞれで輸出総額と輸入総額を比較すると、いずれも輸入総額の方が大きい。
イ　ケニアは、輸出品上位３品目の合計輸出額が、輸出総額の３割を超えている。
ウ　ナイジェリアは、石油製品の輸入額が、原油の輸出額の５割を超えている。
エ　南アフリカ共和国は、輸入品上位３品目の合計輸入額が、輸入総額の５割を超えている。

⑵　徹也さんは、日本とアフリカ州の国々との関係について調べを進め、資料Ｅ～Ｇを作成しました。
アフリカ開発会議（ＴＩＣＡＤ）を通じて、日本はアフリカ州の国々とどのような関係を築こうと
しているか、その変化にふれながら、資料Ｅ～Ｇをもとにして、簡潔に述べなさい。

資料Ｅ　アフリカ開発会議（ＴＩＣＡＤ）について
○ 　アフリカ開発会議とは、アフリカ州の開発を目
的とする国際会議である。
○ 　1993年以降、日本が主導し、国際連合や世界銀行、
アフリカ連合委員会などと共同で開催し、アフリ
カ州のほぼすべての国の首相などが参加している。
年 会議のおもな成果
1993 国際社会にアフリカ州の開発への関心を呼

び起こした。
1998 アフリカ州各国の自助努力を積極的に支援

するという「オーナーシップ」と、友好協
力関係を基本とする「パートナーシップ」
の理念が確立された。

2019 ビジネス促進が議論の中心となり、民間企
業が公式なパートナーとして位置づけられ
た。

2022 日本は、アフリカ州各国の社会の安定に向
けた取り組みと民間投資の促進を後押しす
ることを表明した。

資料Ｆ　 アフリカ州における日本の企業拠点数の
推移

2015 （年）2020 20212019201820172016

1000

800

600

400

200

0

（拠点数）

資料Ｇ　 アフリカ州と日本の人口の推移

1990 （年）

（億人）

2010 20202000

16

12

8

4

0

アフリカ州

日本

（資料Ｅ～Ｇいずれも「外務省ホームページ」などより作成）
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第　六　問　朝香さんは、社会科の授業で、「環境問題と私たちの生活」について調べ、資料Ａを作成し
ました。これを読んで、あとの１～５の問いに答えなさい。

資料Ｂ　京都市の事業ゴミ（業者収集ゴミ（焼却））の内訳

資料Ｃ　 京都市の食品ロスの2019年度の現状と2030年度 
までの目標

食品ロス
排出元

2019年度の
現状

2030年度までの
目標

家庭ゴミ 2.5万トン 0.5万トンの削減
事業ゴミ 3.6万トン 1.0万トンの削減

（注） 食品ロスとは食べ残しと手つかず食品をさす。また、事業ゴミ
とは、小売業、飲食業、宿泊業を主とする業者収集ゴミをさす。

資料Ａ　環境問題と私たちの生活
　①産業の発展は、人々の生活を豊かにする一方で、大気汚染や水質汚濁などの環境問題も生み出し
ました。日本では、②高度経済成長期に公害問題が発生したことをきっかけに、人々の生活に影響を
及ぼす環境問題に対して③さまざまな対策がとられてきました。2015年には、温室効果ガスの排出量
を規制するために、気候変動枠組条約の締約国による会議で ④  が採択されました。持続可能な
開発目標（ＳＤＧｓ）の達成期限である2030年が近づいている現在、私たちは⑤環境問題の解決に向
けて生活のなかで取り組めることを考え、実行することが大切です。

１　下線部①に関して、日本の産業が発展した1890年代の社会のようすについて述べた文として、最も
適切なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　新橋・横浜間をはじめとし、港と大都市を結ぶ鉄道が開通した。
イ　第一次世界大戦で必要となった船や鉄鋼の生産により、重工業が発展した。
ウ　日中戦争が長期化し、政府は軍事に必要な物資を優先して生産した。
エ　産出量が増えた足尾銅山から鉱毒が川に流れ、社会問題となった。

２　下線部②に関して、この時期の日本の経済のようすについて述べた文として、最も適切なものを、
次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　日本の経済を支配してきた財閥が解体され、経済の民主化が進んだ。
イ　国民所得の倍増を目指す計画が出され、電化製品や自動車が各家庭に急速に普及した。
ウ　男女雇用機会均等法が制定され、女性の社会進出や経済的自立が促進された。
エ　石油の価格が上昇した石油危機の不況をのりこえ、諸外国への輸出が増加した。

３　下線部③に関して、環境問題に対する日本の政府の対策について述べた次のア～ウの文を、起こっ
た年代の古い順に並べかえ、記号で答えなさい。
ア　環境基本法を制定し、環境対策を強化した。　　イ　環境庁を設置し、公害対策に取り組んだ。
ウ　京都議定書の採択により、温室効果ガスの削減目標に合わせて達成計画を定めた。

４　 ④  にあてはまる、2015年に締約国が温室効果ガスの削減に向けて取り組むことを定めた取り
決めを何というか、書きなさい。

５　下線部⑤について、朝香さんは、京都市が行っている環境問題への対策を知り、資料Ｂ～Ｄを作成
しました。観光都市である京都市は、どのようなことに着目して、どのような取り組みを行っている
か、資料Ｂ～Ｄをもとにして、簡潔に述べなさい。

その他 11.3％

プラスチックゴミ

紙ゴミ

生ゴミ
調理くずなど手つかず食品13.5％

30.9％

44.3％

23.1％

食べ残し
26.7％

50.2％

　京都市内で営業する飲食店・宿泊施設を
対象として、以下の取り組みを行う店舗に
左下のステッカーを交付している。京都市
のホームページで推進店舗を紹介し、市民
の認知度を高め、取り組みが優良である飲
食店・宿泊施設を表彰している。

〔推進店舗の取り組みの例〕
　　　　　 ○ 食材を使い切る工夫
　　　　　 ○ 食べ残しを出さない工夫
　　　　　 ○ 食べ残しゼロの啓発活動

資料Ｄ　京都市食べ残しゼロ推進店舗制度

（資料Ｂ～Ｄいずれも「京・資源めぐるプラン-京都市循環型社
会推進基本計画（2021-2030）」などより作成）
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満点　1 0 0　点（注）上記以外については、各学校で適宜基準を設けるものとする。
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第　　一　　問

１
⑴ ア

⑵ イ　　　→　　　ウ　　　→　　　ア

２ エ

３ ウ

４ 世界人権宣言

第　　三　　問
１ ウ　　　→　　　ア　　　→　　　イ

２ イ

３ エ

４ 解体新書

５

（例） 外国人教師の指導により、先進的な知
識や技術を身につけた技術者となる人
材とともに、外国人教師に代わって指
導に当たる人材の養成を目指した。

第　　五　　問
１ ウ

２ 南南問題

３ ア

４

⑴ イ

⑵

（例） 日本は他の国際機関と連携し、アフリ
カ州の各国の自助努力を尊重しながら
友好的な関係を築き、近年、アフリカ
州の人口増加による市場拡大を見込
み、ビジネス促進のため、開発支援へ
民間企業の参画をはかろうとしている。

第　　二　　問
１ イ

２ ウ

３

⑴ 促成栽培

⑵ イ

⑶

（例） 町がぶどうを生産する環境を整え、新
規就農者に対して手厚く支援すること
で、ぶどう農家数の増加や、経営規模
の拡大につながるとともに、町の果実
の産出額が増加した。

第　　六　　問
１ エ

２ イ

３ イ　　　→　　　ア　　　→　　　ウ

４ パリ協定

５

（例） 京都市は、事業ゴミのなかで食品ロス
の割合が多いことに着目し、事業ゴミ
の削減目標を家庭ゴミよりも高く掲げ、 
飲食店や宿泊施設での食品ロス削減の
取り組みを推進している。

第　　四　　問

１
⑴ 議院内閣制（責任内閣制）

⑵ ウ

２ イ

３ エ

４

（例） 国や地方公共団体は公園の維持管理に
必要な支出を減らすことができ、民間
事業者は公園の施設等を活用して来園
者を増やし、収益の拡大につなげるこ
とができる。
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令 和 ７ 年 度

公立高等学校入学者選抜学力検査問題
　

数　　学

第　一　問　次の１～８の問いに答えなさい。

１　　5－（－4）　を計算しなさい。

２　　6÷ 2
7－ 　を計算しなさい。

３　　（－2a）2×5b　を計算しなさい。
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４　　等式　a＋7b－3＝0　をbについて解きなさい。

５　　 15
3
＋ 27　を計算しなさい。

６　　yは xの 2乗に比例し、x＝6 のときy＝－9 です。このとき、y を x の式で表しなさい。

７　 　下の図のような、線分AB を直径とする半円があり、線分AB の中点をOとします。点O を
通って線分ABに垂直な直線とABとの交点をCとします。BC上にあって、∠POB＝45°となる
点P を作図によって求めるとき、その作図の方法を説明したものとして、誤っているものを、
あとのア～エから１つ選び、記号で答えなさい。

ア　∠COBの二等分線とBCとの交点をPとする。
イ　点Aと点Cを結び、∠CABの二等分線とBCとの交点をPとする。
ウ　点B と点Cを結び、線分BCの垂直二等分線とBCとの交点をPとする。
エ　線分OCの垂直二等分線とBCとの交点をPとする。

（ （

（
（
（

（

A O B

C
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８　ある学年で、クロールで 25 ｍを泳いだときの記録をとりました。下の表は、このときの、A組
の生徒 25 人とB組の生徒 30 人の記録を、累積度数をふくめて度数分布表に整理したものです。
　A組と B 組を比べたとき、18.0 秒以上 20.0 秒未満の階級の累積相対度数が大きい組と、その
累積相対度数を答えなさい。

階級（秒） A組 B 組
度数（人） 累積度数（人） 度数（人） 累積度数（人）

以上 未満
14.0 ～ 16.0 4 4 3 3
16.0 ～ 18.0 5 9 6 9
18.0 ～ 20.0 7 16 9 18
20.0 ～ 22.0 6 22 10 28
22.0 ～ 24.0 3 25 2 30

合計 25 30

第　二　問　次の１～４の問いに答えなさい。

１　下の図は、 P に整数を入れると、①～④の順に計算が行われ、 Q の値が導き出される過程を
表しています。ア には①、イ には②、ウ には③の計算を行った結果の値がそれぞれ入ります。
　あとの⑴、⑵の問いに答えなさい。

⑴　 P に入れる整数を 1とするとき、 Q の値を求めなさい。

⑵ 　 P にある整数を入れると、 Q の値が P に入れた整数と同じ値になりました。 P に入れた
整数を xとするとき、xをすべて求めなさい。

①

③ ④

②

Q

ア

イ

ウ

　 に
 2 をたす
P

　 から
 6 をひく
P

アとイを
 かける

ウから
 12 をひく
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２　下の図のように、比例 y＝ 32 x のグラフ上と反比例 y＝ a
x のグラフ上に、 座標が4である点A、

点Bをそれぞれとり、点Aと点Bを結びます。また、比例 y＝ 32 x のグラフ上に、点Bと y座標が
等しい点Cをとり、点Bと点Cを結びます。ただし、a ＜ 0とします。

　　次の⑴、⑵の問いに答えなさい。

⑴　点Aの y座標を求めなさい。

⑵ 　線分ABと x軸との交点をDとします。AD＝BC 
となるとき、a の値を求めなさい。

３　図Ⅰのような、∠ABC＝∠ABD＝∠DBC＝90°である三角錐ABCDがあります。辺AB上に、
点EをAE：EB＝ 3： 1となるようにとります。また、辺AC、辺AD上に、それぞれ点F、点Gを
面BCD と面EFG が平行となるようにとります。

　　次の⑴、⑵の問いに答えなさい。

⑴　三角錐ABCDと三角錐AEFGの体積の比を求めなさい。

⑵ 　図Ⅱは、図Ⅰにおいて、点Bと点F、点Bと点Gをそれぞれ 
結んだものです。
　 　AB＝6㎝、BC＝BD＝4㎝のとき、三角錐BEFGの体積
を求めなさい。

BC

A

y

xO 4

y＝ 32 x

y＝ a
x

y＝ a
x

図Ⅰ

図Ⅱ

A

D

G

C

B
F

E

A

D

G

C

B
F

E

x



����

４　下の図のような、円盤、マス目、コマがあります。円盤には、 1から 4までの数字が書いてあり
ます。この円盤はまわすことができ、円盤とは別に針が固定されています。まわした円盤が静止 
すると、針が指す場所に書いてある数字が、必ず 1つ決まります。マス目には、スタートの文字 
と、AからHまでのアルファベットが書いてあり、C、E、Fのマスには指示が書いてあります。

　　円盤を 1回まわすごとに、次の にしたがってコマを移動させます。

・円盤をまわして決まった数字と同じ数のマスだけ、コマがあるマスから Hのマスの方向に
向かって、コマを移動させる。
・コマを移動させてC、E、Fのマスに止まったときは、それぞれそのマスに書いてある指示
にしたがってコマを移動させる。

　たとえば、コマをスタートのマスに置き、円盤を 1 回まわして決まった数字が 2 のとき、Bの
マスにコマを移動させます。
　次の⑴、⑵の問いに答えなさい。ただし、円盤をまわして決まる数字は、 1 から 4 までのどの
数字に決まることも同様に確からしいものとします。

⑴ 　コマをスタートのマスに置き、円盤を 1回まわします。このとき、コマが D のマスにある確率
を求めなさい。

⑵ 　コマをスタートのマスに置き、円盤を 2回まわします。このとき、コマが H のマスにある確率
を求めなさい。

1

2 3

4

針

円盤

Aスタート B C D E F G H

コマ

Dの
マスに
移動

Hの
マスに
移動

Gの
マスに
移動
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第　三　問　花さんと大地さんは、図Ⅰのような、
ボンベをセットして使用するカセットコンロの、 
ガスの消費量やボンベに残るガスの量について 
調べています。
　　次の１、２の問いに答えなさい。

１　花さんは、カセットコンロのガスの消費量をウェブサイトで調べました。下の表は、カセット 
コンロの用途と、それぞれの用途で 1回使用したときのガスの消費量についてまとめたものです。
　　この表をもとにしてガスの消費量を考えるとき、あとの⑴、⑵の問いに答えなさい。

用途 ガスの消費量
① 鍋に水 1 Lを入れてレトルト食品を温める 50ｇ
② やかんで 0.5 L のお湯を沸かす 15ｇ

⑴ 　表の①の用途で a 回、②の用途で b 回使用するとき、ガスの消費量の合計を a と b を使った
式で表しなさい。

⑵ 　花さんの自宅には、ガスが 240ｇ入ったボンベが 6本あります。②の用途で使用する回数が
①の用途で使用する回数の 2倍となるようにして、このボンベ 6本分のガスをすべて消費する
とき、①の用途で使用できる回数は何回になりますか。

２　花さんと大地さんは、図Ⅰと同じカセットコンロA、Bを準備しました。
　これらのカセットコンロは、図Ⅱのようなつまみをまわして火の強さを 
調節できます。ボンベのガスの量が 240ｇのとき、｢強火｣ の設定では 
60 分間、｢弱火｣ の設定では 180 分間使用すると、それぞれボンベのガス
がすべてなくなります。

　 　次の⑴、⑵の問いに答えなさい。ただし、火の強さを固定して使用 
するとき、火の強さに応じてガスは一定の割合で消費されるものとします。
　 また、つまみをまわしているときの時間とガスの消費量は考えないもの
とします。

⑴ 　ガスが 240ｇ入ったボンベをセットして、カセットコンロを ｢強火｣ の設定で 20 分間使用
したあとに、ボンベに残るガスの量は何ｇですか。

カセットコンロ

ボンベ

点火

消火

強火

弱火

カセットコンロ

ボンベ図Ⅰ

消火

点火
強火

弱火

図Ⅱ
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⑵ 　花さんと大地さんは、カセットコンロを使用したときにボンベに残るガスの量を調べようと
思いました。はじめに、 2人はカセットコンロA、Bにガスが 240ｇ入ったボンベをそれぞれ 
セットして同時に点火しました。次の は、 2人が点火したあと火の強さをそれぞれ設定
し、カセットコンロを使用したようすを示したものです。

・花さんは、カセットコンロAを、｢弱火｣ と ｢強火｣ の間に設定した。途中で火の強さを変え
ずに使用し、点火してからちょうど 80 分後にボンベのガスがすべてなくなった。
・大地さんは、カセットコンロBを、はじめに ｢強火｣ の設定で 40 分間、そのあと、｢弱火｣
の設定に変えて使用した。使用し続けるとボンベのガスがすべてなくなった。

　花さんと大地さんは、カセットコンロを使用したようすについて話し合いました。下の
は、花さんと大地さんの会話です。
　あとの（ア）、（イ）の問いに答えなさい。

花さん　： カセットコンロAについて、点火してからボンベのガスがすべてなくなるまでの
グラフをかいてみるね。カセットコンロを点火してから x 分後の、ボンベに残る
ガスの量を y ｇとすると、x と y との関係を表すグラフは図Ⅲのようになるね。

大地さん： 私もカセットコンロBについて、花さんと同じようにグラフをかいてみよう。 
私のかいたグラフを図Ⅲにかき写してみると何かわかることはあるかな。

花さん　： 点火してから 80 分後までの間に、点火したときとは別に、それぞれのボンベに
残るガスの量が等しくなるときがあるね。

大地さん： ボンベに残るガスの量が等しくなるときのガスの量を表しているのは、 2 つの
グラフの a の値だね。計算して求めてみよう。

（ア） 　カセットコンロBについて、点火
してからボンベのガスがすべてなく
なるまでの、xと yとの関係を表す
グラフを、解答用紙の図にかき入れ
なさい。

（イ） 　会話の a にあてはまる適切な言葉を書きなさい。また、点火したときとは別に、
カセットコンロA、Bのそれぞれのボンベに残るガスの量が等しくなるときの、ボンベに
残るガスの量を求めなさい。

図Ⅲ

0 50 100

200

100

（分）x

（ｇ）y
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第 　四　問　長さが 6㎝の線分ABを直径とする円Oがあります。図Ⅰのように、円Oの周上に、点C
を BC＝5 ㎝となるようにとり、点Aと点C、点Bと点Cをそれぞれ結びます。また、点Aをふくま
ない方の BC上に、点DをAC＝BDとなるようにとり、点Aと点Dを結びます。さらに、点Dから
線分AB に垂線をひき、線分AB との交点をEとします。
　　次の１～４の問いに答えなさい。

１　線分ACの長さを求めなさい。

２　△ABC∽△DAEであることを証明しなさい。

３　線分AEの長さを求めなさい。

４　図Ⅱは、図Ⅰにおいて、直線DO と円O との交点のうち、D 以外の点を F とし、点B と点F
を結んだものです。また、線分DE を E の方に延長した直線と線分BF との交点を G とします。
△DFG の面積を求めなさい。

（（（

OA B

C D

E

OA B

C D

E

F

G

図Ⅰ

図Ⅱ
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第　　四　　問

１ ［㎝］

２

（例） △ABCと△DAEにおいて 
線分ABは円Oの直径だから 
　　∠BCA＝90°　…　① 
仮定から　∠AED＝90°　…　② 
①、②より 
　　∠BCA＝∠AED　…　③ 
仮定から　AC＝BD 
1 つの円において、等しい弧に 
対する円周角は等しいから 
　　∠ABC＝∠DAE　…　④ 
③、④より、 2組の角がそれぞれ 
等しいから 
　　△ABC∽△DAE

３ ［㎝］

４ ［㎝2］
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満点　1 0 0　点（注）上記以外については、各学校で適宜基準を設けるものとする。

����

� � � � �������������������������������



����

�������	
��
�������������������������



����



85.3% 0.0%

69.0%
93.1%

98.3%

c
b
a

71.6%
92.1%
92.2%

c
b
a

56.1%
60.8%

80.0%

c
b
a

52.9%
75.4%

95.7%

c
b
a

75.5%
87.7%

95.7%

c
b
a

72.5% 0.0%

77.3% 1.3%

65.3% 0.0%

85.3% 0.3%

89.5% 0.0%

64.5% 0.0%

47.0% 0.0%

29.3% 0.0%

64.0% 2.0%

66.5% 0.0%

33.5% 3.8%

62.8% 0.0%

74.0% 0.0%

59.3% 0.0%

65.8% 0.0%

11.5% 12.8%

43.3% 3.0%

68.5% 0.0%

52.8% 0.0%

41.0% 0.3%

0.5% 20.5%

49.5% 5.3%

56.0% 5.0%

19.3% 0.3%

7.8% 12.8%

79.3% 0.3%

41.0% 0.5%

86.0% 1.8%

92.8% 0.3%

47.8% 4.5%

41.4%
58.2%

72.5%

c
b
a

81.9%
91.5%

97.4%

c
b
a

29.7%
43.1%

74.8%

c
b
a

10.3%
19.2%

66.1%

c
b
a

50.3%
77.4%

90.1%

c
b
a

63.7%
72.6%

87.8%

c
b
a

29.0%
40.8%

56.5%

c
b
a

41.3%
65.4%

88.7%

c
b
a

52.3%
80.8%

95.7%

c
b
a

32.9%
65.4%

87.8%

c
b
a

51.6%
73.9%
75.7%

c
b
a

0.0%
4.6%

34.8%

c
b
a

41.7%
68.0%

79.7%

c
b
a

44.5%
73.1%

95.7%

c
b
a

31.0%
55.4%

79.1%

c
b
a

25.8%
40.8%

61.7%

c
b
a

3.4%
2.9%
2.8%

c
b
a

27.7%
52.1%

81.7%

c
b
a

25.4%
69.5%

84.6%

c
b
a

24.5%
21.5%

9.6%

c
b
a

33.3%
35.6%

31.9%

c
b
a

3.2%
5.4%
16.5%

c
b
a

67.7%
80.8%

93.0%

c
b
a

72.3%
93.9%

96.5%

c
b
a

27.1%
34.6%

67.0%

c
b
a

90.1%
94.4%

99.1%

c
b
a

35.3%
68.7%

72.8%

c
b
a

45.8%
71.5%

84.4%

c
b
a

21.8% 0.3%

����

������������	
�����������������������



第　一　問　次の１～４の問いに答えなさい。

１　健太さんは、壁に固定されている平らな鏡を使って、鏡に像がうつるようすを観察しました。次
の⑴～⑶の問いに答えなさい。

⑴　鏡に物体の像がうつって見えるのは、物体から出た光が鏡ではね返り、目に届くためです。こ
のように、光が鏡ではね返る現象を何というか、最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、
記号で答えなさい。
ア　光の直進 イ　光の透過 ウ　光の屈折 エ　光の反射

⑵　図１は、光源装置から出た光が鏡ではね返るようす
を、真上から見たものです。図１の矢印（ ）は、
光の道すじと向きを示しています。光源装置から出
た光の入射角を、図１のア～エから１つ選び、記号
で答えなさい。

⑶　健太さんは、自分より後ろ側の、どの位置に立っ
ている友人の像が鏡にうつって見えるかを調べまし
た。図２は、このようすを真上から見たときの、健
太さんと鏡の位置、３人の友人が立っている位置Ａ
～Ｃを、模式的に表したものです。健太さんには、
どの位置に立っている友人の像が鏡にうつって見え
るか、最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、
記号で答えなさい。ただし、図２の矢印（ ）は、
鏡の端から健太さんに届く光の道すじと向きを示し
ています。また、鏡は友人の像がうつる十分な高さ
があるものとします。
ア　ＡとＢ イ　ＢとＣ ウ　ＡとＣ エ　ＡとＢとＣ

令 和 ７ 年 度

公立高等学校入学者選抜学力検査問題

理　　科

壁 鏡

エ

ウイ
ア 光の道すじ

鏡の面に垂直な線

光源装置

壁 鏡

健太さん

ＣＡ Ｂ

図１

図２
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２　図３は、ある学校で見られた４種類の植物を観察し、スケッチしたもの
です。次の⑴～⑶の問いに答えなさい。

⑴　イチョウのように、胚珠がむき出しになっているつくりをもつ植物を
何というか、答えなさい。

⑵　イヌワラビの特徴を述べたものとして、最も適切なものを、次のア～
エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　主根と側根がある。　　　　　　　　　　イ　地下茎がある。
ウ　雌株と雄株がある。　　　　　　　　　　エ　花に花弁がある。

⑶　図４は、観察した植物を、ある共通点をもとにして分
類したものです。 a に入る語句として、最も適切
なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　胞子　　　イ　種子　　　ウ　果実　　　エ　花粉

３　金属と水溶液の反応について調べた実験について、あとの⑴～⑶の問いに答えなさい。

〔 実験 〕
１　亜鉛、マグネシウムの２種類の金属片と、硫酸亜鉛水溶液、硫酸マグネシウム水溶液、 
硫酸銅水溶液の３種類の水溶液を用意した。

２　紙に金属片と水溶液を入れる場所を示した表をか
き、表の上にマイクロプレートを置いた。

３　図５のように、２の表に合わせてマイクロプレート
のそれぞれの穴に金属片と金属片がひたる量の水溶液
を入れて、金属片の表面のようすを観察し、結果を表
１にまとめた。
表１

⑴　硫酸亜鉛は、水にとけて陽イオンと陰イオンに分かれる物質です。硫酸亜鉛のように、水にと
けて陽イオンと陰イオンに分かれる物質を、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　酸素 イ　ショ糖 ウ　エタノール エ　水酸化ナトリウム

⑵　表１の下線部①のように、マグネシウムの金属片と硫酸亜鉛水溶液の反応では、マグネシウム
の金属片に灰色の固体が付着しました。このとき水溶液中の亜鉛イオンに起こったことを述べた
ものとして、最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　亜鉛イオンが電子を２個失った。 イ　亜鉛イオンが電子を２個受けとった。
ウ　亜鉛イオンが陽子を２個失った。 エ　亜鉛イオンが陽子を２個受けとった。

⑶　新たに用意した銅の金属片を、硫酸亜鉛水溶液に入れたときに観察されるようすを述べたもの
として、最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　銅の金属片の表面に灰色の固体が付着する。　　　イ　硫酸亜鉛水溶液の色が青くなる。
ウ　銅の金属片の表面に赤色の固体が付着する。　　　エ　変化が見られない。

サクライチョウ

イヌワラビ ゼニゴケ

胚珠

イチョウ
サクラ

イヌワラビ
ゼニゴケ

ａ をつくらないａ をつくる
図４

図３

マイクロプレート

図５
硫酸亜鉛
水溶液

硫酸マグ
ネシウム
水溶液

硫酸銅
水溶液

亜鉛

マグネ
シウム

硫酸亜鉛水溶液 硫酸マグネシウム水溶液 硫酸銅水溶液
亜鉛 変化が見られなかった 変化が見られなかった 赤色の固体が付着した

マグネシウム ①灰色の固体が付着した 変化が見られなかった 赤色の固体が付着した
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４　明日香さんは、発生した地震ごとに、ゆれの大きさやゆれが観測される範囲に違いがあることに
疑問をもち、震央が神奈川県内であった地震について調べ、表２にまとめました。あとの⑴～⑶の
問いに答えなさい。
　表２

⑴　地震によるゆれのうち、Ｐ波が伝えるゆれを何というか、答えなさい。

⑵　表２からわかることについて述べた次の文章の内容が正しくなるように、①のア、イ、②のウ、
エからそれぞれ１つ選び、記号で答えなさい。

震源の深さが同じ地震では、マグニチュードの値が大きい地震のほうが、ゆれが観測され
る範囲は①（ア　広い　イ　せまい）。マグニチュードの値が同じ地震では、震源が深いほう
が、最大震度が②（ウ　大きい　エ　小さい）。

⑶　明日香さんは、地震がプレートの境界付近で起こりやすいことを知り、調べを進める中で、図
６と図７を見つけました。図６は、太平洋を囲む地域のプレートの境界を太い線（ ）で表し
たものです。図７は、2007年から2023年の間に発生した地震の震央の位置を丸（ ）で表した
ものです。このように、プレートの境界に沿って地震が多く発生する理由を、簡潔に述べなさい。

　　図６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図７

地震の発生日 2007年10月１日 2021年11月27日 2023年１月29日
震源の深さ 13km 13km 144km

マグニチュード 4.9 3.3 4.9
最大震度 ５強 ２ ３

震度の分布
震央の位置

震央 震央 震央

（「アメリカ地質調査所のデータ」より作成）

（「アメリカ地質調査所のデータ」より作成）

（注）　は、震源が 13kmより深く、マグニチュード
     の値が 4.9 以上の地震の震央を表している。

（「気象庁ホームページ」より作成）



����

第　二　問　炭酸水素ナトリウムと塩化ナトリウムを加熱したときの変化を調べた実験Ⅰと、炭酸水素
ナトリウムと塩化ナトリウムが混合された入浴剤の成分の割合を調べた実験Ⅱについて、あとの１～
５の問いに答えなさい。

〔 実験Ⅰ 〕
１　かわいた試験管Ａ～Ｄを用意し、試験管Ａ、Ｂには炭酸水素
ナトリウムを１ｇずつ入れ、試験管Ｃ、Ｄには塩化ナトリウム
を１ｇずつ入れた。

２　図のような装置で、試験管Ａを十分に加熱し、試験管の中の 
ようすと石灰水の変化を観察した。次に、試験管Ａを試験管Ｃ 
にかえ、同様の操作を行った。観察した結果を表１にまとめた。

３　装置から取りはずした試験管Ａ、Ｃと、試験管Ｂ、Ｄに、水を５cm3ずつ入れ、それぞれの
試験管にフェノールフタレイン溶液を加えたときの色の変化を観察し、表２にまとめた。

　表１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 表２

〔 実験Ⅱ 〕 蒸発皿Ｅ～Ｇを用意し、蒸発皿Ｅには炭酸水
素ナトリウム1.68ｇ、蒸発皿Ｆには塩化ナトリウム1.68ｇ、
蒸発皿Ｇには炭酸水素ナトリウムと塩化ナトリウムが混
合された入浴剤5.00ｇを入れ、それぞれ十分に加熱した。
加熱後の蒸発皿Ｅ～Ｇ内の物質の質量をはかり、加熱前
の物質の質量とともに表３にまとめた。

１　実験Ⅰの２で、図のように試験管の口を下に傾けて加熱する理由を述べたものとして、最も適切
なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　試験管に入れた物質と空気をふれやすくして、気体を発生しやすくするため。
イ　発生した気体が、他の物質と反応しないようにするため。
ウ　発生した液体が、試験管の底へ流れて試験管が割れないようにするため。
エ　石灰水が、ガラス管とゴム管を通って試験管に逆流しないようにするため。

２　実験Ⅰの表１で、試験管Ａの口に見られた無色の液体が、水であることを確認するために用いる
ものとして、最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　青色リトマス紙　　イ　塩化コバルト紙　　ウ　ベネジクト液　　　エ　ＢＴＢ溶液

３　実験Ⅰの表１で、試験管Ａを加熱したときに石灰水を白くにごらせた物質と同じ物質を発生させ
る方法として、最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　貝がらにうすい塩酸を加える。　　　　　　イ　二酸化マンガンにオキシドールを加える。
ウ　スチールウールにうすい塩酸を加える。　　エ　アンモニア水を加熱する。

４　実験Ⅰの表２で、試験管Ａの水溶液のpHの値をａ、試験管Ｂの水溶液のpHの値をｂ、試験管Ｃ
の水溶液のpHの値をｃとします。これらのpHの値の大きさの関係を不等号を用いて表したものと
して、最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　ａ ＜ ｂ ＜ ｃ　　  イ　ｃ ＜ ｂ ＜ ａ　　  ウ　ｃ ＜ ａ ＜ ｂ　　  エ　ａ ＜ ｃ ＜ ｂ

５　実験Ⅱで使用した入浴剤5.00ｇに対する、入浴剤にふくまれていた塩化ナトリウムの質量の割合
は何％か、求めなさい。

炭酸水素ナトリウム
試験管Ａ

ガラス管
ゴム管

石灰水

図

表３

試験管の中のようす 石灰水の変化
試験管Ａ 試験管の口に無色の液体が見られた 白くにごった
試験管Ｃ 変化が見られなかった 変化しなかった

試験管Ａ 濃い赤色になった
試験管Ｂ うすい赤色になった
試験管Ｃ 変化しなかった
試験管Ｄ 変化しなかった

蒸発皿Ｅ 蒸発皿Ｆ蒸発皿Ｇ
加熱前の物質
の質量［ｇ］ 1.68 1.68 5.00

加熱後の物質
の質量［ｇ］ 1.06 1.68 3.45
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第　三　問　表は、寒冷前線が宮城県を通過した
日に、宮城県内のある地点Ａ～Ｃで観測された、
午前３時から正午までの気象データをまとめた
ものです。図１は、同じ日の午前３時の日本付
近の天気図の一部、図２は、同じ日の正午の日
本付近の天気図の一部です。次の１～５の問い
に答えなさい。

１　表の地点Ａにおける、午前３時の天気はく
もりで風力は４でした。地点Ａにおける午前
３時の天気、風力、風向を表す天気図の記号
を、解答用紙の図にかき入れなさい。

２　表から、寒冷前線が地点Ａを通過
したと考えられる時間帯として、最
も適切なものを、次のア～エから１
つ選び、記号で答えなさい。
ア　午前５時から午前６時の間
イ　午前７時から午前８時の間
ウ　午前９時から午前10時の間
エ　午前11時から正午の間

３　図３に示すｘ～ｚは、表の気象デ 
ータを観測した地点Ａ～Ｃのいずれ
かを表しています。図３のｘ～ｚに
対応する地点の組み合わせとして、最も適切なものを、次のア～エから
１つ選び、記号で答えなさい。
ア　ｘ － 地点Ｂ　　ｙ － 地点Ａ　　ｚ － 地点Ｃ
イ　ｘ － 地点Ｃ　　ｙ － 地点Ａ　　ｚ － 地点Ｂ
ウ　ｘ － 地点Ａ　　ｙ － 地点Ｃ　　ｚ － 地点Ｂ
エ　ｘ － 地点Ｂ　　ｙ － 地点Ｃ　　ｚ － 地点Ａ

４　図１の天気図中に示した線Ｐ－Ｑに沿った断面での、前線面付近の気団の動きを矢印（ ）で模
式的に表したものとして、最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア  イ ウ エ

５　図２の天気図では、寒冷前線が温暖前線に追いついて閉そく前線ができ
ています。図４は、図２に示した線Ｒ Ｓに沿った断面を模式的に表した
ものです。図４のような断面となる理由を、前線面をつくる気団の寒暖の
違いにふれながら、簡潔に述べなさい。

図１ 図２

表 （気温［℃］）

（「気象庁ホームページ」より作成）

地点Ａ 地点Ｂ 地点Ｃ
時 気温 風向 気温 風向 気温 風向
３時 17.5 南 19.7 南南西 18.1 南
４時 17.5 南 18.3 南南西 18.3 南南東
５時 17.4 南南西 16.9 西南西 18.4 南
６時 17.0 南南西 15.7 北 16.9 南
７時 16.9 南 15.6 西北西 16.8 南南東
８時 17.0 南南東 16.1 北北西 17.3 南南西
９時 17.8 南 16.6 北北東 17.2 北西
10時 16.7 北北西 16.9 東北東 17.0 北北西
11時 16.6 北 17.3 南 17.5 北北西
正午 17.2 北北東 18.6 南東 18.4 北

（「気象庁ホームページ」より作成）

Ｐ

低

午前３時
Ｑ

（「気象庁ホームページ」より作成）

Ｒ

低
Ｓ正午

ｙ

ｚ

ｘ

図３
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第　四　問　力のつり合いを調べた実験について、あとの１～４の問いに答えなさい。ただし、板とば
ねばかりの間にはたらく摩擦、糸の重さやのびは考えないものとします。また、ばねばかりは水平に
置いたときに０Ｎを示すように調整してあります。

〔 実験 〕
１　水平に置いた板に基準線を引いた。Ｐ点で糸ａ～ｃを結び、ばねばかりＡに糸ａ、ばねば
かりＢに糸ｂ、ばねばかりＣに糸ｃを取り付け、ばねばかりＡ～Ｃを水平になるように板の
上に置いて、装置を組み立てた。

２　図１のように、糸ｃを基準線に重ね、糸ａと
基準線のなす角の大きさをＸ、糸ｂと基準線の
なす角の大きさをＹとし、ＸとＹがそれぞれ30°、
ばねばかりＣが示す値が10Ｎになるように、ば
ねばかりＡ～Ｃを水平に引いて静止させた。こ
のとき、ばねばかりＡ、Ｂが示す値をそれぞれ
記録した。

３　ＸとＹをともに10°ずつ、40°から70°まで変化
させた。ＸとＹを変化させるたびに２と同様の
操作を行った。

４　２、３の結果を、表にまとめた。
　表

１　ばねばかりに使われているばねには、のばすともとの長さにもどろうとする力が生じます。この
ように、力によって変形した物体がもとにもどろうとして生じる力を何というか、答えなさい。

２　図２は、３でＸとＹがそれぞれ60°のときに、糸ａ、ｂがＰ点に加える力をそれぞれ力の矢印で
表したものです。２力の合力を、解答用紙の図に力の矢印で表しなさい。ただし、解答用紙の図の
１目盛りは５Ｎの力の大きさを表すものとします。

図１
ばねばかりＡ

糸ｃ
Ｘ

ばねばかりＣ 糸ａ

糸ｂ

ばねばかりＢ

板

基準線
Ｙ

Ｐ点

Ｘ、Ｙ 30° 40° 50° 60° 70°
ばねばかりＡの値［Ｎ］ 5.8 6.5 7.8 10.0 14.6
ばねばかりＢの値［Ｎ］ 5.8 6.5 7.8 10.0 14.6

図２

糸ａ

糸ｂ

糸ｃ 基準線

Ｐ点
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３　実験で、Ｐ点にはたらく力について述べたものとして、最も適切なものを、次のア～エから１つ
選び、記号で答えなさい。
ア　ＸとＹにかかわらず、Ｐ点にはたらく力の合力は10Ｎである。
イ　ＸとＹを大きくすると、Ｐ点にはたらく合力の大きさは大きくなる。
ウ　ＸとＹを大きくすると、糸ａがＰ点に加える力の基準線に平行な分力の大きさは小さくなる。
エ　ＸとＹを大きくしても、糸ｂがＰ点に加える力の基準線に平行な分力の大きさは一定である。

４　図３のように、１の装置を用いて、糸ｃを基準線に重ね、Ｘが90°、Ｙが30°、ばねばかりＡが示 
す値が10Ｎになるように、ばねばかりＡ～Ｃを水平に引いて静止させました。次に、糸ｃを基準線
に重ねたまま、ばねばかりＡが示す値とＸを変えないように、Ｙを30°から90°になるまでゆっく
りと変化させました。あとの⑴、⑵の問いに答えなさい。

⑴　Ｙを30°から90°になるまで変化させたときの、ばねばかりＢ、Ｃが示す値について述べた次の 
文の内容が正しくなるように、①のア、イ、②のウ、エからそれぞれ１つ選び、記号で答えなさ 
い。

ばねばかりＢが示す値は①（ア　大きく　イ　小さく）なり、Ｙが90°になったところで、 
ばねばかりＣが示す値は②（ウ　０Ｎ　エ　10Ｎ）になる。

⑵　ばねばかりＢが示す値が12.5Ｎのとき、ばねばかりＣが示す値は何Ｎになるか、求めなさい。

ばねばかりＡ

糸ｃ
Ｘ

ばねばかりＣ 糸ａ

糸ｂ

ばねばかりＢ

基準線
Ｙ

Ｐ点

板

図３
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第　五　問　信二さんは、水中の小さな生物について観察を行いました。観察されたようすについて調
べを進め、まとめを作成しました。あとの１～５の問いに答えなさい。

〔 観察 〕
１　近くの川でれきや砂を採集した。採集したれきや砂を 
水槽の底に入れ、くみ置きしておいた水道水を入れた。

２　水槽の水をとり、顕微鏡で観察したところ、図のよう
なケイソウ、ミジンコなどの小さな生物が見られた。ミ
ジンコの体内には、中の色が緑色に見える器官があった。

３　水槽を明るい場所に置き、１週間水槽内のようすを観
察し、観察されたようすを表にまとめた。

〔 まとめ 〕
・水槽の水が緑色ににごったのは、ケイソウなどの植物プ
ランクトンが増加したことによるものであることがわ
かった。

・水槽の底に見られた白っぽい小さな粒は、ミジンコが 
有性生殖を行い、産んだ受精卵であることがわかった。

・ミジンコの体内で緑色に見えた器官は腸であり、ミジン
コがケイソウなどの植物プランクトンを食べたため緑色
をしていたことがわかった。

１　顕微鏡の使い方として、最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　ピントを合わせる前に、対物レンズを最も高倍率のものにする。
イ　ピントを合わせる前に、接眼レンズをのぞきながら、プレパラートに対物レンズを近づける。
ウ　接眼レンズをのぞきながら、プレパラートから対物レンズを遠ざけてピントを合わせる。
エ　視野が暗いとき、明るくするには、接眼レンズを高倍率のものにかえる。

２　ミジンコのように、器官をもち、複数の細胞からなる生物を何というか、答えなさい。

３　下線部に関することを述べたものとして、最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、記号で
答えなさい。
ア　生殖細胞の染色体の数は受精卵の半分である。  イ　精子は体細胞分裂によってつくられる。
ウ　受精卵は減数分裂によって細胞の数をふやす。  エ　精子の染色体の数は受精卵と同じである。

４　信二さんが作成したまとめから、ケイソウとミジンコの生態系における役割について述べた次の
文章の内容が正しくなるように、①のア、イ、②のウ、エからそれぞれ１つ選び、記号で答えなさ 
い。

ケイソウは光合成で有機物をつくる①（ア　分解者　イ　生産者）である。また、ミジンコは
ケイソウを食べて有機物を得る②（ウ　生産者　エ　消費者）である。

５　ある湖において、植物プランクトンが大量に発生して水がにごったため、生態系を考慮した上で、
ミジンコを食べる魚Ａを減らすことを目的に、魚Ａを食べる魚Ｂを湖に放流したところ、湖の透明
度が高くなりました。湖に魚Ｂを放流してから湖の透明度が高くなるまでの間に、魚Ａ、ミジンコ、
植物プランクトンの数量がどのように変化したかを、食物連鎖の関係をもとにして、簡潔に述べな
さい。

ケイソウ
（400倍で観察）

ミジンコ
（40倍で観察）

観察されたようす
２日目 水が緑色ににごった

３日目 水が緑色ににごったまま
だった

４日目 水の緑色のにごりがなく
なった

５日目 ミジンコが多く見られる
ようになった

６日目 水槽の底に白っぽい小さ
な粒が見られた

７日目 ミジンコが６日目より少
なくなった

表

図
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第　　一　　問

１

⑴ エ

⑵ ウ

⑶ イ

２

⑴ 裸子植物

⑵ イ

⑶ ア

３

⑴ エ

⑵ イ

⑶ エ

４

⑴ 初期微動

⑵ ①（ ア ） ②（ エ ）

⑶
（例）プレートの境界では、プレートの動きに 

よってひずみがたまりやすいため。

備考欄
配　点

16
3

3

3

3

4

第　　二　　問
１ ウ

２ イ

３ ア

４ イ

５  16 ［％］

第　　三　　問

１

２ ウ

３ エ

４ ア

５

（例）寒冷前線側の寒気は、温暖前線側の寒気よ

りもあたたかいので、温暖前線の前線面の

上へはい上がって進むため。

第　　四　　問
１ 弾性力

２

３ エ

４
⑴ ①（ イ ） ②（ ウ ）

⑵  7.5 ［Ｎ］

備考欄
配　点
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4

第　　五　　問
１ ウ

２ 多細胞生物

３ ア

４ ①（ イ ） ②（ エ ）

５

（例）魚Ｂを放流したことにより、ミジンコを食

べる魚Ａが減り、植物プランクトンを食べ

るミジンコの数がふえ、植物プランクトン

の数が減った。
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令 和 ７ 年 度

公立高等学校入学者選抜学力検査問題

英　　語

第　一　問　　（放送によるテスト）  次の問題１から問題４に答えなさい。
問題１　英語を聞いて、その内容を最も適切に表しているものを、それぞれア、イ、ウ、エの中から 
１つ選んで、その記号を解答用紙に書きなさい。

今週末の天気予報

土 日

今週末の天気予報

日

今週末の天気予報

日

今週末の天気予報

日

ア イ ウ エ

土 土 土

１番

ア イ ウ エ

２番

 第一問（放送によるテスト）は、次のページにつづきます。
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問題２　咲（Saki）とジョン（John）が会話をします。二人の会話は、問題用紙に示されている順 
に進みます。 に入る発言として最も適切なものを、それぞれア、イ、ウ、エの
中から１つ選んで、その記号を解答用紙に書きなさい。会話の のところでは、
チャイム音が鳴ります。

１番　Saki: ・・・・・・・・・・・・・・・
　　　John: ・・・・・・・・・・・・・・・
　　　Saki: ・・・・・・・・・・・・・・・
　　　John: （チャイム音）

　　　ア　By bus.

　　　イ　Some T-shirts.

　　　ウ　At 2 p.m.

　　　エ　Near the station.

２番　John: ・・・・・・・・・・・・・・・
　　　Saki: ・・・・・・・・・・・・・・・
　　　John: ・・・・・・・・・・・・・・・
　　　Saki: （チャイム音）

　　　ア　Yes, here’s your bike.

　　　イ　No, my mother is not here.

　　　ウ　Of course, I’ll help you.

　　　エ　Thank you, but I’m OK.

問題３　佐藤先生（Ms. Sato）と留学生のケビン（Kevin）が会話をします。そのあとで会話につい
て３つの質問をします。それらの質問に対する答えとして最も適切なものを、それぞれア、イ、ウ、
エの中から１つ選んで、その記号を解答用紙に書きなさい。

１番　ア　He feels it’s exciting.

　　　イ　He feels it’s helpful.

　　　ウ　He feels it’s short.

　　　エ　He feels it’s tough.

２番　ア　They can meet some popular actors.

　　　イ　They can play music with some local bands.

　　　ウ　They can draw anime characters in a building.

　　　エ　They can see many things made of snow.

３番　ア　He should talk about the festival to his family later.

　　　イ　He should take some pictures at the festival.

　　　ウ　He should go to the festival in warm clothes.

　　　エ　He should join the festival next year again.
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問題４　来月、アメリカに帰国する予定の留学生のルーシー（Lucy）があなたに話しかけます。ルー
シーの質問に対するあなたの答えを、英語で解答用紙に書きなさい。

第　二　問　次の１～３の問いに答えなさい。

１　次の⑴～⑶の二人の会話が成立するように、（　　　）に入る最も適切なものを、それぞれあと
のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。

⑴　Customer: This bag is so cute.  How（　　　　）is it?

　　Clerk: It’s 3,000 yen.

ア　many イ　much ウ　long エ　old

⑵　James: Where is Fumiya?  I can’t find him.

　　Masaki: I think he is（　　　　）soccer outside.

ア　play イ　plays ウ　played エ　playing

⑶　Child: Dad, look.  My clock doesn’t（　　　　）.

　　Father: Oh, maybe you should change the battery.

ア　work イ　live ウ　see エ　stay

２　次の⑴、⑵の二人の会話が成立するように、（　　　）内の語句を正しい順に並べかえ、⑴は 
ア～エ、⑵はア～オの記号で答えなさい。ただし、文頭にくる語も小文字で示しています。

⑴　Mr. Ono:  （　ア　must　　 　イ　run　　 　ウ　not　　 　エ　you　）in the classroom, 

Adam.  It’s dangerous.

　　Adam: I’m sorry, Mr. Ono.  I’ll be careful.

⑵　Michiko:  Do you（　ア　it　  　イ　what　  　ウ　know　  　エ　is　  　オ　time　）
in London now?  I want to call my aunt there.

　　Linda:  Well, I think it’s about 7 a.m.

 第一問（放送によるテスト）は、ここまでです。



３　次のチラシは、けやき市（Keyaki City）が開催するイベントについてのものです。これを読んで、
あとの⑴、⑵の（　　　）に入る最も適切なものを、それぞれア～エから１つ選び、記号で答えな
さい。

〔チラシの一部〕

International Day 2025
Enjoy cultures of various countries!

DATE Sunday, May 11

TIME 10 a.m. ～ 4 p.m.

PLACE Keyaki City International Center

⑴　If you want to get something to eat, you should go to（　　　　）.

ア　Area A イ　Area B ウ　Area C エ　Area D

⑵　At the event, you can（　　　　）.

ア　watch dance performance in the afternoon

イ　try Brazil’s national food

ウ　buy bags made in South Africa

エ　borrow Japanese traditional clothes

第　三　問　次の英文は、高校生の拓真（Takuma）が、英語の授業でスピーチをしたときのものです。
この英文を読んで、あとの１～５の問いに答えなさい。

Today, I’ll talk about how I changed my daily life.  Before, I often got up late in the morning.  I 

went to school after having a small breakfast, and I was sometimes sleepy at school.

Area A :  FOOD

・ Curry (India)

・ Hamburgers (America) 

・ Fish and chips (the U.K.)

Area B :  PERFORMANCE

・ Dance (Brazil) 10 a.m. ～ 11 a.m.

・ Drums (Japan)   1 p.m. ～   2 p.m.

・ Chorus (Kenya)  3 p.m. ～   4 p.m.

Area C :  ACTIVITY

・  Wearing traditional clothes of New 

Zealand

・ Making origami

Area D :  MARKET

・  Colorful bags produced in South 

Africa

・ Kitchen goods around the world
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One day in July, I found that my friend, Satoshi, was always *energetic at school.  I asked him, 

“Satoshi, you look great every day.  Do you do anything special?”  He said, “I get up at five and 

study before breakfast.  After spending the morning time for studying, I feel great all day.”  I was 

surprised.  Every day, he used ① it effectively and had a good start for the day!

I wanted to do something to have a better daily life, too, and I got an idea.  Every October, our 

school has a *marathon race.  Last year, I sometimes walked during the race.  This time, I wanted 

to run through it.  I said to my parents, “I’ll get up early and go jogging every morning.”  They were 

surprised to hear ②my decision, but after I talked about the reason, my father smiled.  He said, 

“Takuma, your *challenge may be tough, but you’ll get a good *habit if you continue doing it.” 

I started jogging the next morning.  At first, I was often sleepy, and didn’t want to get out of bed.  

“I can’t keep doing this,” I thought many times.  But my parents supported my challenge by 

encouraging me before my jogging every day.  “I won’t *give up,” I said to myself and continued 

jogging.  A month later, I started to feel that getting up early was not so difficult.  I ate more for 

breakfast every day.  At school, I felt more energetic than before.

Two months went by and the day of the marathon race came.  It was hard, but I finished it 

without walking!  Now, I still run every morning.  I’m *proud that I’ve been doing it for a long time.  

I realized that if we continue to do something, we can create a habit that gives us brighter days.  

Now, how about taking action for your better daily life?

＜注＞　*energetic　活気に満ちた　　*marathon race　マラソン大会　　*challenge　挑戦
　　　　*habit　習慣　　*give up　あきらめる　　*proud that～　～ということを誇りに思って

１　下線部①が示す内容として最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　school イ　breakfast

ウ　the morning time エ　a good start

２　下線部②が示す具体的な内容を、本文中から探して日本語で書きなさい。

３　次の質問に対する答えを、本文の内容に合うように英語で書きなさい。
　　　What did Takuma’s parents do to support his challenge?

４　次のア～オを拓真のスピーチの流れに合うように並べかえ、記号で答えなさい。
ア　Takuma’s way of spending time started to change.

イ　Takuma kept running through the marathon race.

ウ　Takuma was satisfied with his long efforts to make a new habit.

エ　Takuma learned how his friend spent the morning time. 

オ　Takuma didn’t eat much for breakfast in the morning.

５　次の英文は、拓真のスピーチを聞いた生徒が書いたコメントです。本文の内容をふまえて、
に入る最も適切なひとつづきの英語４語を、本文中から抜き出して書きなさい。

From your speech, I learned how to improve our daily lives.  You said that it is important 

for us to 　　　　　　　 because we can make a good habit as a result of doing that.  I also 

want to make my daily life better, so I will read books every day to create my own habit.
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第　四　問　次の英文は、高校生のトム（Tom）、幸太（Kota）、サリー（Sally）、洋子（Yoko）が、 
タブレット端末などの情報機器（information devices）を学習で使用することについて、英語の授業
で自分の意見を述べたときのものです。これらの英文を読んで、あとの１～５の問いに答えなさい。

　Information devices are very useful for *learning.  We can watch a lot of learning 
videos with our *tablet computers.  I often watch short videos to study Japanese.  
Japanese is difficult, and before I started watching them, it wasn’t easy to keep 
studying.  But those videos have some *quizzes for beginners, so now I feel that  

①studying Japanese is not so hard.  I even enjoy studying it.  As a result, I study it 
much longer than before.  I hope my Japanese skills will be better.

　I often use information devices for learning, but I’m careful about when I use 
them.  Actually, I decided to stop using devices at 9 p.m. after I read some articles 
last year.  They say that we sometimes can’t sleep well if we keep watching *screens 
of devices at night, especially in the case of young people.  They also say that some 
device users have headaches.  Many people enjoy learning with devices, but it’s 
important to think about when we should not use them.

　At home, I use my information devices when I want to get useful information for 
my reports.  I can do it easily on the internet.  However, one day, I realized that I 
didn’t have my own ideas in my report.  I thought, “Can I call this my original 
report?  Maybe I depend on the information from devices too much.”  Now, when I 
write a report, I use information from devices, but create my own original ideas, too.  
In our life, we sometimes face problems without easy answers.  To solve them, we 
have to think a lot.  We should remember this when we use devices.

　Information devices can give us new experiences in our learning.  In the past, we 
didn’t have many *chances to learn with people living abroad, but now, we can do it 
easily with such devices.  I’m in the science club at school, and our club has started 
some research with high school students in Thailand *online.  With our tablet 
computers, we *exchange ideas in English.  Yesterday, I wanted to get some opinions 
for a slide I made.  I asked, “ ②  this slide?” and a student in Thailand 
replied, “Good, but it’s better to use more graphs.”  It’s like real *face-to-face 
communication!  If we didn’t have these devices, we couldn’t have such a great 
experience.

＜注＞　*learning　学習　　*tablet computer（s）　タブレット端末　　*quizzes � quiz

　　　　*screen（s）　画面　　*chance（s）　機会　　*online　オンラインで　　
　　　　*exchange～　～を交換する　　*face - to - face communication　対面のコミュニケーション

１　情報機器を使用する上で注意すべき点について述べている人物の組み合わせとして、最も適切な
ものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
ア　Tom —　Kota イ　Tom —　Yoko

ウ　Kota　—　Sally エ　Sally　—　Yoko

Tom

Kota

Sally

Yoko
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２　下線部①のようにトムが感じている理由を、本文の内容から具体的に日本語で書きなさい。

３　次の⑴、⑵の質問に対する答えを、本文の内容に合うように英語で書きなさい。
⑴　What did Kota do after he read some articles last year?

⑵　When does Sally use her information devices at home?

４　本文中の ② に入る適切な内容を考えて、英語で書きなさい。

５　次の英文は、４人の意見を聞いた果穂（Kaho）とマイク（Mike）の会話です。本文の内容をふ
まえて、あとの⑴～⑷の問いに答えなさい。

Kaho:  From their opinions, we can think about information devices a lot.

Mike:  I’m interested in Tom’s opinion.  He said that he（　Ⓐ　）his studying time 

with the devices.  I want to know more about his experience.  

Kaho:  Well, I think we should also listen to Kota’s opinion as device users.  He talked 

about the relationships between the device use and the users’ Ⓑ .

Mike:  That’s true.  Also, I think we should not miss Sally’s message, “ Ⓒ .”  

It’s important for all of us.

Kaho:  Right.  And I’m interested in Yoko’s opinion.  She said that Ⓓ .  I 

want to enjoy learning with foreign people, too.

Mike: Well, from the students’ opinions, we should look for better ways to use devices.

⑴　（　Ⓐ　）に入る最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
　ア　checked　　　　イ　increased　　　　ウ　planned　　　　エ　showed

⑵　 Ⓑ に入る最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
　ア　learning behaviors イ　language skills

　ウ　ideas about young people エ　health conditions

⑶　 Ⓒ に入る最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
　ア　It’s important to use devices when we try to find answers for problems easily

　イ　We have to keep using devices to create our own original ideas for reports

　ウ　We should use our brains without depending on information from devices too much

　エ　It’s better for us to stop using devices and learn a lot from people around us

⑷　 Ⓓ に入る最も適切なものを、次のア～エから１つ選び、記号で答えなさい。
　ア　information devices are very effective when we want to improve our English

　イ　something difficult before has become easier thanks to information devices

　ウ　it’s necessary for high school students to do research with information devices

　エ　a lot of students should talk with foreign people without information devices

����



第　五　問　ある学校の英語部では、誰にとってもわかりやすい校舎案内図（school map）を作って
おり、その中に記載するシンボルマーク（symbol）の１つについて、次のような掲示物で意見を募
集しています。この英文を読んで、質問に対するあなたの意見を、３文以上の英語で書きなさい。

〔掲示物の一部〕

School Library Symbol

　Look at the symbol below.  For a new school map, we have 

made this as a school library symbol.  We hope many people will 

understand that this symbol means the library.

＜ symbol ＞

　Now, please tell us your opinions to the questions below.

Do you think people can understand this symbol 

easily?  Why do you think so?
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これから、第一問の放送によるテストを行います。放送を聞いて問題１から問題４に答えなさい。 
放送中に問題用紙にメモをとってもかまいません。

問題１、英語を聞いて、その内容を最も適切に表しているものを、それぞれア、イ、ウ、エの中から
１つ選んで、その記号を解答用紙に書きなさい。英語は、それぞれ２回放送されます。では、始めます。

１番　 This weekend, it’ll be sunny on Saturday, but it’ll be rainy on Sunday.
（この間約 ４ 秒）

繰り返します。
This weekend, it’ll be sunny on Saturday, but it’ll be rainy on Sunday.

（この間約 ４ 秒）

２番　 Go along this street, and turn left at the next corner.  Then, you can see the 
restaurant on your right.

（この間約 ４ 秒）

繰り返します。
Go along this street, and turn left at the next corner.  Then, you can see the 
restaurant on your right.

（この間約 ７ 秒）

次の問題に移ります。ページをめくり、２ページに進んでください。
（この間約 ４ 秒）

問題２、咲（Saki）とジョン（John）が会話をします。二人の会話は、問題用紙に示されている順
に進みます。空欄に入る発言として最も適切なものを、それぞれア、イ、ウ、エの中から１つ選んで、
その記号を解答用紙に書きなさい。会話の空欄のところでは、チャイム音（チャイム音）が鳴ります。
会話は、それぞれ２回放送されます。では、始めます。

１番　Saki: Did you have a good holiday, John?
　　　John: Yes.  I enjoyed shopping at a department store.
　　　Saki: Nice!  What did you get there?
　　　John: （チャイム音）

（この間約 ４ 秒）

繰り返します。
　　　Saki: Did you have a good holiday, John?
　　　John: Yes.  I enjoyed shopping at a department store.
　　　Saki: Nice!  What did you get there?
　　　John: （チャイム音）

（この間約 ４ 秒）
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２番　John: Saki, what’s wrong?
　　　Saki:  I have a problem with my bike.  I’ve just called my mother, and she 

will be here soon.
　　　John: I see.  Do you need any help?
　　　Saki: （チャイム音）

（この間約 ４ 秒）

繰り返します。
　　　John: Saki, what’s wrong?
　　　Saki:  I have a problem with my bike.  I’ve just called my mother, and she 

will be here soon.
　　　John: I see.  Do you need any help?
　　　Saki: （チャイム音）

（この間約 ７ 秒）

次に問題３に移ります。佐藤先生（Ms. Sato）と留学生のケビン（Kevin）が会話をします。そのあ
とで会話について３つの質問をします。それらの質問に対する答えとして最も適切なものを、それぞれ
ア、イ、ウ、エの中から１つ選んで、その記号を解答用紙に書きなさい。はじめに会話、続いて質問の
順で、２回放送されます。では、始めます。

Ms. Sato: Kevin, how’s your stay here in Japan?
Kevin: It’s exciting!  Everything is new to me.  I’m enjoying my stay very much.  
Ms. Sato:  I’m glad to hear that.  Oh, I have something to tell you.  A big festival is 

held near our town in winter and it’s very popular.  It will start next week.
Kevin: Really?  What kind of festival is it?
Ms. Sato:  You can see a lot of things made of snow, such as buildings and anime 

characters.  Some of them are very large and visitors are surprised.  Also, 
some local bands play wonderful music.  You can enjoy listening to it.

Kevin:  That sounds interesting.  I want to go!
Ms. Sato:  Well, the festival is held outside and it’s very cold, so be prepared with 

your clothes.
Kevin:  All right.  I’ll wear a coat.  At the festival, I want to take some pictures 

and send them to my family in Australia. 
Ms. Sato:  Oh, they’ll be happy to see them.

続いて質問に移ります。
１番　How does Kevin feel about his stay? 

（この間約 ４ 秒）
２番　What can visitors do at the festival? 

（この間約 ４ 秒） 
３番　What is Ms. Sato’s advice to Kevin? 

（この間約 ７ 秒） 

会話を繰り返します。
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Ms. Sato: Kevin, how’s your stay here in Japan?
Kevin:  It’s exciting!  Everything is new to me.  I’m enjoying my stay very much.  
Ms. Sato:  I’m glad to hear that.  Oh, I have something to tell you.  A big festival is 

held near our town in winter and it’s very popular.  It will start next week.
Kevin: Really?  What kind of festival is it?
Ms. Sato:  You can see a lot of things made of snow, such as buildings and anime 

characters.  Some of them are very large and visitors are surprised.  Also, 
some local bands play wonderful music.  You can enjoy listening to it.

Kevin: That sounds interesting.  I want to go!
Ms. Sato:  Well, the festival is held outside and it’s very cold, so be prepared with 

your clothes.
Kevin:  All right.  I’ll wear a coat.  At the festival, I want to take some pictures 

and send them to my family in Australia.
Ms. Sato: Oh, they’ll be happy to see them.

続いて質問に移ります。
１番　How does Kevin feel about his stay? 

（この間約 ４ 秒）
２番　What can visitors do at the festival? 

（この間約 ４ 秒） 
３番　What is Ms. Sato’s advice to Kevin? 

（この間約 ９ 秒）

次に問題４に移ります。来月、アメリカに帰国する予定の留学生のルーシー（Lucy）があなたに話し
かけます。ルーシーの質問に対するあなたの答えを、英語で解答用紙に書きなさい。英語を２回放送し
たあとに、答えを記入する時間をとります。では、始めます。

　You know, I’m going to go back to America soon.  My host family members have been 
so kind to me.  Before I leave Japan, I want to do something for them.  I need an idea.  
What can I do?

（この間約 ４ 秒）

繰り返します。

　You know, I’m going to go back to America soon.  My host family members have been 
so kind to me.  Before I leave Japan, I want to do something for them.  I need an idea.  
What can I do?

（この間約 15 秒）

これで放送によるテストを終わります。次の問題に移ってください。
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第　　四　　問
１ ウ

２

（例） トムが日本語を勉強するためによく見る 

短い動画には、初心者のためのクイズが 

あるから。 

３

⑴
（例）He decided to stop using devices at

　

9 p.m.

⑵

（例）She uses them when she wants to get 
　

useful information for her reports.
　

４
（例）What do you think about

　

５

⑴ イ

⑵ エ

⑶ ウ

⑷ イ

備考欄
配　点

25
3

3

3

3

3

3

3
配点は内容に
ついて２点、
表記について
２点とする。
採点基準は各
学校で定める。

4

備考欄
配　点

20
2

2

2

4

4

3

3

備考欄
配　点

29
2

4

4

4

3

3

3

3

3

備考欄
配　点

18
2

4

4

4

4

備考欄
配　点

8
配点は内容に
ついて５点、
表記について
３点とする。
採点基準は各
学校で定める。

8

第　　一　　問

問題１
１番 イ
２番 ア

問題２
１番 イ
２番 エ

問題３

１番 ア
２番 エ
３番 ウ

問題４
（例）You can write a message for them in

　

Japanese.

第　　二　　問

１

⑴ イ

⑵ エ

⑶ ア

２
⑴ エ　 → 　ア　 → 　ウ　 → 　イ

⑵ ウ　 → 　イ　 → 　オ　 → 　ア　 → 　エ

３
⑴ ア

⑵ ウ

第　　五　　問
（例）Yes, I do.  In this symbol, we can see a book

　

and a person reading it.  So, people can easily
　

understand that this place is for people who
　

want to read books. 
　

　

　

　

満点　1 0 0　点（注）上記以外については、各学校で適宜基準を設けるものとする。

第　　三　　問
１ ウ

２ （例）毎朝早く起きて、ジョギングに行くこと。

３

（例）They encouraged him before his jogging
　

every day.
　

４ オ　 → 　エ　 → 　ア　 → 　イ　 → 　ウ

５ continue to do something
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満点　1 0 0　点（注）上記以外については、各学校で適宜基準を設けるものとする。

第

一

問

問

一

①

と
ど届

（
く
）

②

ほ
ど
こ

施

（
す
）

③

め
い

　
が
ら

銘

柄

④

テ照

（
ら
す
）

⑤

モ

ウ

フ

毛

布

⑥

ゲ
ン
ソ
ク

減

速

問

二

ウ

問

三

エ

備
考
欄

配　

点20234353

備
考
欄

配　

点20234353

備
考
欄

配　

点102224

備
考
欄

配　

点16

漢
字
は
、
点
画
に

過
不
足
が
な
く
、

字
形
の
正
し
さ
を

損
な
っ
て
い
な
け

れ
ば
正
答
と
す

る
。

22222222

第

三

問

問

一

ウ

問

二

イ

問

三
（
例
）
忍
が
書
い
た
小
説
を
読
ん
で
腹
立
た
し
さ
を

感
じ
て
い
る
。 

（
二
十
三
字
）

問

四

大
事
そ
う
に
抱
き
し
め
る

問

五
（
例
）
自
分
に
対
す
る
八
千
代
か
ら
の
励
ま
し
を
受

け
止
め
、
ど
ん
な
に
辛
く
て
も
小
説
を
書
き
続
け

て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
い
る
。

 

（
五
十
四
字
）

問

六

エ

第

四

問

問

一

ア

問

二

心
の
底
か
ら

問
三
（一）
（
例
）
毎
日
過
ご
し
て
い
て
も
飽
き
ず
に
生
活
で
き

る 

（
十
八
字
）

（二）

エ

問

四
（
例
）
人
々
の
欲
望
に
応
じ
て
い
く
の
で
は
な
く
、

人
々
が
生
き
て
い
く
う
え
で
不
可
欠
な
欲
求
に
応

じ
る
こ
と
を
重
視
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
。

 

（
五
十
三
字
）

問

五

イ

第

五

問

問

一

し
た
が
い
て

問
二

（一）

上
達
す
る

（二）

エ

（三）
（
例
）
先
達
が
作
っ
た
俳
句
を
ひ
た
す
ら
大
事
に
し

て
学
ぶ 

（
二
十
字
）

採
点
の

基
準
等

配　

点20

＜

採
点
の
基
準＞

１　

内
容
及
び
表
現
に
つ
い
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

15
点

　

 　

国
語
辞
典
に
つ
い
て
の
三
人
の
会
話
を
踏
ま
え
て
、
言
葉
の
変
化
に
つ
い
て
気
づ
い
た
こ
と
と
考
え
た
こ
と

が
、
適
切
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
。

２　

表
記
に
つ
い
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5
点

⑴　

誤
字
や
脱
字
は
な
い
か
。

⑵　

仮
名
遣
い
や
送
り
仮
名
は
正
し
い
か
。

⑶　

漢
字
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
の
使
い
分
け
は
適
切
で
あ
る
か
。

⑷　

句
読
点
や
そ
の
他
の
符
号
の
使
い
方
は
適
切
で
あ
る
か
。

⑸　

原
稿
用
紙
の
使
い
方
は
正
し
い
か
。

＜

留
意
事
項＞

　

採
点
は
、
前
記
の＜
採
点
の
基
準＞

１
、２
に
よ
る
こ
と
と
す
る
が
、
次
の
点
に
つ
い
て
も
留
意
す
る
こ
と
。

⑴　

字
数
が
百
六
十
字
に
満
た
な
い
も
の
は
、総
点
を
10
点
以
下
と
し
、二
百
字
を
超
え
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

　

そ
の
程
度
に
応
じ
て
適
宜
減
点
す
る
。

⑵　

表
記
の
誤
り
に
つ
い
て
は
、
前
記
の＜

採
点
の
基
準＞

の
２
に
よ
っ
て
適
宜
減
点
す
る
。

第

六

問

第

二

問

問

一

エ

問

二

イ

問

三

イ

問

四
（
例
）
お
聞
き
す
る

問

五

ウ

問

六
（
例
）
聞
き
手
の
立
場
で
考
え
ら
れ
る 
（
十
二
字
）

備
考
欄

配　

点14222224
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第　

五　

問　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

俳＊
諧
の
修
行
は
、
お
の
が
数す

奇き

た
る
風
の
先
達
の
句
を
一ひ
と

筋す
ぢ

に
尊た
ふ
と

み
学
び
て
、
一
句

一
句
に
不
審
を
お
こ
し
、
難
を
構
ふ
べ
か
ら
ず
。
も
し
、
解
し
が
た
き
句
あ
ら
ば
、
い
か

さ
ま
故
あ
る
ら
ん
と
工
夫
し
て
、
あ
る
い
は
功
者
に
尋
ぬ
べ
し
。
わ
が
俳
諧
の
上
達
す
る

に
し
た
が
ひ
て
、
人
の
句
も
聞
こ
ゆ
る
も
の
な
り
。
始
め
よ
り
一
句
一
句
を
咎と

が

め
が
ち
な

る
作
者
は
、
吟
味
の
う
ち
に
月
日
重
な
り
て
、
終つ

ひ

に
功
の
成
り
た
る
を
見
ず
。

 

（「
去き

ょ

来ら
い

抄し
ょ
う

」
に
よ
る
）

＊
を
つ
け
た
語
句
の＜

注＞

　

俳
諧 　
　
　

 

こ
こ
で
は
、
俳
句
を
創
作
す
る
こ
と
を
指
す
。

問
一　

本
文
中
の
「
し
た
が
ひ
て
」
を
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
な
さ
い
。

問
二　

次
の
対
話
は
、
こ
の
文
章
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
も
の
で
す
。
あ
と
の

（一）
〜

（三）
の

問
い
に
答
え
な
さ
い
。

〈
Ｘ
さ
ん
〉
こ
の
文
章
に
は
、
俳
句
の
創
作
の
心
構
え
が
書
か
れ
て
い
る
よ
。

〈
Ｙ
さ
ん
〉
筆
者
は
、
俳
句
の
創
作
が
「

Ａ

」
に
つ
れ
て
、
他
の
人
の
俳
句

も
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
も
の
だ
か
ら
、

Ｂ

は
し

て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
ね
。

〈
Ｘ
さ
ん
〉
う
ん
。
俳
句
の
創
作
で
は
、
好
き
な
作
風
の

Ｃ

こ

と
を
筆
者
は
重
視
し
て
い
る
ね
。
も
し
、
そ
の
過
程
で
、
理
解
し
に
く
い

俳
句
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
か
に
つ
い

て
自
分
で
考
え
を
め
ぐ
ら
し
た
り
、
そ
れ
で
も
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
熟

　
　
　
　

練
者
に
尋
ね
た
り
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
述
べ
て
い
る
ね
。

〈
Ｙ
さ
ん
〉
な
る
ほ
ど
。
筆
者
の
考
え
方
は
納
得
で
き
る
な
。

（一）　

Ａ

に
入
る
言
葉
を
、
本
文
中
か
ら
四
字
で
そ
の
ま
ま
抜
き
出
し
て
答
え
な

さ
い
。

（二）　

Ｂ

に
あ
て
は
ま
る
表
現
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の

ア
〜
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

俳
句
の
内
容
が
分
か
ら
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
他
の
人
に
聞
く
こ
と

イ　

修
辞
の
工
夫
を
考
え
て
ば
か
り
で
、
実
際
に
俳
句
を
創
作
し
な
い
こ
と

ウ　

他
の
人
が
作
っ
た
俳
句
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
、
吟
味
し
な
い
こ
と

エ　

他
の
人
が
作
っ
た
俳
句
に
対
し
て
疑
問
を
持
ち
、
欠
点
を
探
す
こ
と

（三）　

Ｃ

に
あ
て
は
ま
る
適
切
な
表
現
を
考
え
て
、
二
十
字
以
内
で

答
え
な
さ
い
。

第　

六　

問

　

 　

国
語
辞
典
に
興
味
を
持
っ
た
三
人
の
中
学
生
た
ち
が
、
複
数
の
国
語
辞
典
を
読
み
比

べ
て
、
会
話
し
て
い
ま
す
。

〈
Ａ
さ
ん
〉
同
じ
時
期
に
発
行
さ
れ
た
辞
典
で
も
、
あ
る
言
葉
を
載
せ
て
い
る
辞
典

と
載
せ
て
い
な
い
辞
典
が
あ
っ
た
よ
。

〈
Ｂ
さ
ん
〉
そ
う
だ
ね
。
発
行
さ
れ
た
時
期
に
よ
っ
て
は
、
同
じ
辞
典
で
も
、
載
せ

て
い
る
言
葉
に
違
い
が
あ
る
ね
。
辞
典
は
あ
る
程
度
の
期
間
を
置
い
て
載

せ
る
言
葉
の
見
直
し
が
さ
れ
る
よ
う
だ
よ
。

〈
Ｃ
さ
ん
〉
見
直
し
に
よ
っ
て
、
以
前
に
は
誤
用
と
さ
れ
て
い
た
意
味
が
、
誤
用
と

さ
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
ね
。

　

 　

三
人
の
会
話
を
踏
ま
え
て
、
言
葉
の
変
化
に
つ
い
て
あ
な
た
が
気
づ
い
た
こ
と
と
考

え
た
こ
と
を
、
百
六
十
字
〜
二
百
字
で
書
き
な
さ
い
。

ゆ
ゑ

 

（
自
分
の
好
き
な
作
風
）

 

（
非
難
を
加
え
て
は
な
ら
な
い
） 

（
き
っ
と

理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
） 
（
考
え
を
め
ぐ
ら
し
て
） 

（
熟
練
者
）

 

（
分
か
る
よ
う
に
な
る
も
の
だ
）

 
（
最
後
ま
で
俳
句
を
上
達
さ
せ
た
と
い
う
例
を
見
な
い
）

����



����

＊
を
つ
け
た
語
句
の＜

注＞

　

収
斂 　
　
　

 

集
め
て
一
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
。

　

営
為 　
　
　

 

人
が
日
々
行
う
仕
事
や
生
活
。

問
一　

本
文
中
に
「①
基
礎
と
は
初
心
者
の
た
め
で
も
あ
り
、
経
験
者
や
熟
練
者
の
た
め
の

も
の
で
も
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
筆
者
が
考
え
る
「
基
礎
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
で
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ

い
。

ア　

実
力
を
向
上
さ
せ
る
要
素
が
凝
縮
さ
れ
た
も
の
。

イ　

技
術
を
習
得
す
る
う
え
で
の
目
指
す
べ
き
段
階
を
示
す
も
の
。

ウ　

技
術
の
上
達
を
目
指
す
人
の
上
達
を
妨
げ
る
も
の
。

エ　

応
用
段
階
に
進
ん
だ
人
に
と
っ
て
見
直
す
必
要
が
な
い
も
の
。

問
二　

本
文
中
に
「②
住
宅
と
そ
の
他
の
用
途
の
建
築
の
違
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
次
の
文

章
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
筆
者
の
考
え
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

に

あ
て
は
ま
る
適
切
な
表
現
を
、
本
文
中
か
ら
十
五
字
で
探
し
、
は
じ
め
の
五
字
で
答
え

な
さ
い
。

　

住
宅
と
そ
の
他
の
用
途
の
建
築
の
違
い
は
、
行
く
か
行
か
な
い
か
の
選
択
の
余
地

が
あ
る
か
ど
う
か
に
あ
る
。
住
宅
は
、
そ
こ
に
帰
る
人
に
と
っ
て

で

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
帰
ら
な
い
こ
と
に
で
き
な
い
場
所
で
あ
る
。

問
三　

本
文
中
に
「③
料
理
と
建
築
は
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。」
と
あ
り
ま
す
が
、

次
の
対
話
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
も
の
で
す
。
あ
と
の

の
問
い

に
答
え
な
さ
い
。

〈
Ｘ
さ
ん
〉
料
理
と
建
築
と
は
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
似
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

〈
Ｙ
さ
ん
〉
毎
日
、
刺
激
的
で
濃
い
味
の
料
理
ば
か
り
を
食
べ
て
い
る
と
飽
き
て
し

ま
う
と
あ
る
ね
。
建
築
の
一
つ
で
あ
る
住
宅
に
お
い
て
も
、
刺
激
的
で
濃

い
も
の
は
必
要
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
な
。

〈
Ｘ
さ
ん
〉
と
い
う
こ
と
は
、
住
宅
を
設
計
す
る
と
き
に
は
、

Ａ

と

い
う
こ
と
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
ん
だ
ね
。

〈
Ｙ
さ
ん
〉
う
ん
。
そ
う
し
た
住
宅
設
計
の
難
し
さ
は
、

Ｂ

と
い
う

点
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
ん
だ
ね
。

（一）　

Ａ

に
あ
て
は
ま
る
適
切
な
表
現
を
考
え
て
、
二
十
字
以
内
で
答
え

な
さ
い
。

（二）　

Ｂ

に
あ
て
は
ま
る
表
現
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の

ア
〜
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

住
宅
や
建
築
へ
の
時
代
の
要
請
に
合
わ
せ
て
、
設
計
技
術
を
絶
え
ず
修
正
し
続

け
る
必
要
が
あ
る

イ　

人
が
多
く
集
ま
る
美
術
館
や
図
書
館
の
デ
ザ
イ
ン
を
、
多
く
の
人
々
の
希
望
に

沿
っ
た
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ウ　

大
き
な
自
然
災
害
や
地
球
規
模
の
問
題
に
直
面
し
な
い
限
り
、
建
物
の
強
度
を

測
る
こ
と
は
で
き
な
い

エ　

住
宅
の
評
価
は
す
ぐ
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
長
い
時
間
を
か
け
て
真
価
が

見
い
だ
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

問
四　

本
文
中
に
「④
し
か
し
い
ま
、
よ
う
や
く
本
来
の
建
築
の
姿
に
戻
れ
る
と
き
が
き
た

の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
筆
者
が
述
べ
る

「
本
来
の
建
築
の
姿
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。
五
十
五
字
以
内
で
説
明
し
な

さ
い
。

問
五　

本
文
の
論
の
進
め
方
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
、

次
の
ア
〜
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

話
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
課
題
を
示
し
た
あ
と
で
、
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
技

術
革
新
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
言
及
し
て
い
る
。

イ　

話
題
の
要
点
と
な
る
内
容
を
提
示
し
た
あ
と
で
、
建
築
の
役
割
の
変
化
に
触
れ
な

が
ら
、
筆
者
の
考
え
を
提
示
し
て
い
る
。

ウ　

世
間
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
建
築
事
例
を
列
挙
し
た
あ
と
で
、
設
計
に
関
す
る
考

え
方
の
変
化
に
つ
い
て
、
分
析
的
に
紹
介
し
て
い
る
。

エ　

建
築
設
計
に
関
す
る
筆
者
の
考
え
を
述
べ
た
あ
と
で
、
そ
の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ

を
示
し
な
が
ら
、
筆
者
の
考
え
を
再
提
示
し
て
い
る
。

（一）
、
（二）



����

第　

四　

問　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

音
楽
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
で
も
、
勉
強
で
も
、
あ
る
い
は
料
理
で
も
、
そ
の
習
得
の
た
め

に
は
基
礎
的
な
訓
練
か
ら
は
じ
め
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
早
く
上
達
し
た
感
覚
を
得

た
く
な
り
、
基
礎
は
で
き
た
と
判
断
し
て
、
基
礎
練
習
は
ほ
ど
ほ
ど
に
切
り
上
げ
て
応
用

に
移
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
流
れ
で
進
む
と
あ
る
と
き
か
ら
壁
に

ぶ
つ
か
り
、
な
か
な
か
上
達
し
な
い
。
そ
こ
で
も
う
一
度
基
礎
に
立
ち
戻
っ
て
練
習
し
て

み
る
と
、
何
が
で
き
て
い
な
い
の
か
が
明
確
に
な
り
、
そ
こ
を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

い
ま
ま
で
で
き
な
か
っ
た
応
用
も
楽
に
で
き
る
よ
う
に
な
る　
　

。
そ
ん
な
経
験
は
誰
に

も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
基
礎
に
戻
る
の
は
遠
回
り
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
て
し
ま
い

ま
す
が
、
実
は
そ
れ
が
一
番
の
近
道
な
の
で
し
ょ
う
。①
基
礎
と
は
初
心
者
の
た
め
で
も
あ

り
、
経
験
者
や
熟
練
者
の
た
め
の
も
の
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
料
理
は
オ
ム
レ
ツ
が
、
中
華
料
理
で
あ
れ
ば
炒チ

ャ
ー
ハ
ン飯

が
基
礎
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
オ
ム
レ
ツ
や
炒
飯
が
美お

味い

し
い
店
で
あ
れ
ば
、
そ
の
店
の
そ
の
他
の
ど
ん
な
料
理

を
食
べ
て
も
美
味
し
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
は
建
築
設
計
の
分
野
に

お
い
て
の
オ
ム
レ
ツ
や
炒
飯
は
何
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
住
宅
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
し
か
も
日
本
に
お
い
て
は
木
造
の
小
住
宅
が
基
礎
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
小
さ
い
な
が
ら
も
こ
こ
に
は
建
築
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
要
素
が
凝
縮
さ
れ
て
お
り
、

そ
し
て
そ
の
要
素
を
過
不
足
な
く
な
る
べ
く
シ
ン
プ
ル
な
姿
に＊
収し

ゅ
う

斂れ
ん

さ
せ
る
よ
う
に
努

め
れ
ば
、〝
進
化
し
た
人
間
の
巣
〞
を
現
代
に
も
表
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

設
計
の
経
験
を
重
ね
て
い
く
と
、
と
き
に
目
指
す
方
向
が
見
え
な
く
な
り
、
そ
し
て
設

計
に
充
実
感
と
達
成
感
が
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
日
々
が
続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

ん
な
と
き
に
は
も
う
一
度
建
築
の
基
礎
で
あ
る
小
さ
な
木
造
住
宅
を
見
直
し
、
考
え
方
や

技
術
を
修
正
し
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

　

で
は②
住
宅
と
そ
の
他
の
用
途
の
建
築
の
違
い
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
美
術
館
や
図
書
館
や
市
役
所
や
ホ
テ
ル
に
は
〝
行
く
〞
と
言
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し

て
住
宅
に
は
〝
帰
る
〞
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
と
て
も
大
き
な
違
い
で
す
。
つ
ま
り
〝
行

く
〞
と
い
う
場
所
に
は
、
そ
の
と
き
の
心
身
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、〝
行
く
〞〝
行
か
な 

い
〞
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
し
か
し
〝
帰
る
〞

と
い
う
場
所
に
は
、
そ
の
選
択
肢
が
な
い
。
だ
か
ら
、
そ
こ
は
ど
ん
な
心
身
の
状
況
に
あ

る
人
で
も
寛
容
に
受
け
入
れ
る
場
所
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
自
身
を
も
う
一
度

取
り
戻
し
、
心
の
底
か
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
場
所
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

ま
た
音
楽
や
料
理
は
聞
き
た
く
な
か
っ
た
り
、
食
べ
た
く
な
か
っ
た
り
し
た
ら
、
ス
イ 

ッ
チ
を
切
っ
た
り
、
食
べ
な
か
っ
た
り
と
い
う
選
択
が
で
き
る
の
で
す
が
、
住
宅
は
そ
う

は
ゆ
き
ま
せ
ん
。
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
、〝
な
い
こ
と
〞
に
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
住
宅
の

大
き
な
特
徴
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　

一
方
で
、③
料
理
と
建
築
は
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。 

刺
激
的
で
濃
い
味
は
た
ま

に
食
べ
れ
ば
美
味
し
い
の
で
す
が
、
日
常
的
に
継
続
し
て
食
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

住
宅
は
ま
さ
し
く
毎
日
、
そ
し
て
何
十
年
間
に
わ
た
っ
て
食
べ
て
も
飽
き
な
い
よ
う
な
料

理
の
よ
う
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
明
白
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に
は
強
い
刺
激
や
濃
い
表

現
と
い
っ
た
強
く
は
っ
き
り
し
た
味
付
け
は
必
要
な
い
の
で
す
。
と
き
に
そ
の
こ
と
が
退

屈
で
つ
ま
ら
な
い
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
住
宅
設
計
に
は
、

淡
々
と
し
た
表
現
を
粘
り
強
く
長
い
ス
パ
ン
で
持
続
し
て
考
え
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
難
し
さ
が
あ
り
、
確
か
さ
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。
住
宅
の
評
価
も
、
建
物
が
完
成
し

て
す
ぐ
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
住
み
は
じ
め
て
何
年
か
経た

た
な
け
れ
ば
そ
の
真
価
は

あ
ら
わ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
ん
な
難
し
さ
に
向
き
合
い
、
試
練
を
乗
り
越
え
て
真
剣
に

住
宅
設
計
に
取
り
組
め
ば
、
他
の
ど
ん
な
用
途
の
建
築
よ
り
も
他
者
と
自
身
の
身
体
感
覚

や
生
理
的
欲
求
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
れ
ら
を
学
ん
だ
結
果
の
建
築
に
は
、

生
命
感
と
わ
か
り
や
す
さ
が
備
わ
り
ま
す
。
こ
こ
で
食
事
を
し
た
い
、
こ
こ
で
昼
寝
を
し

た
い
、
こ
こ
で
歯
を
磨
き
た
い
、
と
い
っ
た
人
の
欲
求
に
呼
応
す
る
居
場
所
を
、
あ
ら
か

じ
め
建
築
空
間
が
用
意
し
て
く
れ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
人
の＊営
為
が
自
然
に
導
か
れ
て

ゆ
く
の
で
す
。

　

文
明
が
進
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
が
生
ま
れ
、
そ
し
て
人
の
欲
望
や
希
望
も
複
雑
に

な
っ
て
、
住
宅
も
シ
ン
プ
ル
な
要
求
だ
け
を
満
た
せ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
な
り

ま
し
た
。
科
学
が
発
達
し
、
経
済
的
に
も
余
裕
が
出
て
く
る
と
、
機
械
に
頼
っ
て
身
を
守 

っ
て
ゆ
く
方
向
に
進
ん
で
ゆ
き
、
自
然
と
の
関
わ
り
は
薄
れ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
流
通
が
発

達
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
材
料
を
手
に
い
れ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
場
所
な
ら
で
は
の
必

然
性
も
失
わ
れ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
と
き
に
建
築
は
権
力
や
栄
華
の
象
徴
と
し
て
の
役
割
も

果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
る
と
、
建
築
の
は
じ
ま
り
に
見
ら
れ
た
〝
進

化
し
た
巣
〞
の
シ
ン
プ
ル
な
美
し
さ
は
失
わ
れ
、
複
雑
な
も
の
に
姿
を
変
え
て
い
っ
た
の

で
す
。

　

し
④

か
し
い
ま
、
よ
う
や
く
本
来
の
建
築
の
姿
に
戻
れ
る
と
き
が
き
た
の
で
は
な
い
か
と

私
は
考
え
て
い
ま
す
。 

な
ぜ
な
ら
、
も
は
や
建
築
は
権
力
や
繁
栄
の
象
徴
と
し
て
期
待
さ

れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
経
済
的
余
裕
や
余
剰
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
な
く
な
り
、
無
駄

な
こ
と
や
贅ぜ
い

沢た
く

は
で
き
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
大
き
な
自
然
災
害
や
地
球
環
境
の
問
題

に
直
面
し
、
建
築
の
あ
る
べ
き
姿
、
建
築
の
本
当
の
役
割
と
価
値
を
見
直
さ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
状
況
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
も
う
一
度
建
築
が
も
っ
て
い
た
本

来
の
姿
を
と
り
戻
す
た
め
に
い
ま
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
自
問
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

（
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「
住
ま
い
の
基
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考
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を
つ
け
た
語
句
の＜

注＞

館
山 　
　
　
　
　

  

千
葉
県
館
山
市
。
八
千
代
が
競
歩
の
合
宿
の
た
め
に
以
前
訪
れ
た

場
所
。
取
材
の
た
め
に
忍
も
同
行
し
た
。

ナ
イ
ー
ブ 　
　
　

 

こ
こ
で
は
、
物
事
に
感
じ
や
す
い
状
態
の
こ
と
。

輪
島 　
　
　
　
　

 

石
川
県
輪
島
市
。
八
千
代
が
出
場
す
る
競
歩
レ
ー
ス
の
開
催
地
。

百
地
さ
ん 　
　
　

 

出
版
社
の
編
集
者
。
忍
を
担
当
し
て
い
る
。

高
畠 　
　
　
　
　

 

山
形
県
高
畠
町
。
以
前
、
競
歩
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
た
場
所
。

50
キ
ロ 　
　
　
　

 

競
歩
レ
ー
ス
の
50
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
部
門
の
こ
と
。

問
一　

本
文
中
に
「①
珍
し
く
声
を
張
っ
た
八
千
代
が
、
小
走
り
で
や
っ
て
来
る
。」
と
あ

り
ま
す
が
、
こ
こ
で
の
八
千
代
の
心
情
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の

を
、
次
の
ア
〜
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

忍
に
対
し
て
自
分
の
思
い
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
か
不
安
に
感
じ
て
い
る
。

イ　

忍
を
夜
の
屋
外
で
待
た
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
心
苦
し
く
思
っ
て
い
る
。

ウ　

忍
に
自
分
の
思
い
を
早
く
伝
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
募
ら
せ
て
い
る
。

エ　

忍
が
誰
に
も
行
き
先
を
告
げ
ず
に
勝
手
に
外
出
し
た
こ
と
を
怒
っ
て
い
る
。

問
二　

本
文
中
に
「②
無
意
識
に
握
り
締
め
て
い
た
両
手
か
ら
力
を
抜
こ
う
と
し
た
の
に
、

で
き
な
か
っ
た
。」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
と
き
の
忍
の
様
子
を
説
明
し
た
も
の
と
し

て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

思
う
よ
う
な
小
説
が
書
け
ず
に
落
ち
込
ん
で
い
る
自
分
の
こ
と
を
八
千
代
が
か
ら

か
っ
て
き
た
た
め
、
冷
静
に
な
れ
ず
に
い
る
。

イ　

手
渡
し
た
小
説
に
対
す
る
八
千
代
の
感
想
を
聞
く
状
況
が
迫
り
、
緊
張
を
緩
め
よ

う
と
し
て
も
緩
め
ら
れ
ず
に
い
る
。

ウ　

感
情
的
に
な
っ
た
自
分
を
八
千
代
が
理
屈
で
言
い
負
か
そ
う
と
し
て
き
た
た
め
、

気
持
ち
を
落
ち
着
け
ら
れ
ず
に
い
る
。

エ　

自
分
が
書
い
た
小
説
を
一
方
的
に
非
難
し
続
け
る
八
千
代
に
対
し
、
警
戒
心
を
解

こ
う
と
し
て
も
で
き
ず
に
い
る
。

問
三　

本
文
中
に
「③
原
稿
を
忍
の
前
に
掲
げ
て
、
八
千
代
は
一
気
に
捲
し
立
て
た
。」
と

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
と
き
の
八
千
代
の
心
情
を
、
二
十
五
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

問
四　

本
文
中
に
「④
で
も
、
面
白
か
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
次
の
対
話
は
、
八
千
代
が

こ
の
よ
う
に
述
べ
た
理
由
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
も
の
で
す
。 

に
あ
て
は

ま
る
言
葉
を
、
本
文
中
か
ら
十
字
で
そ
の
ま
ま
抜
き
出
し
て
答
え
な
さ
い
。

〈
Ｘ
さ
ん
〉
忍
の
小
説
を
「
酷
い
小
説
」
と
言
っ
て
い
た
の
に
、
ど
う
し
て
こ
の
よ

う
に
述
べ
た
の
だ
ろ
う
。

〈
Ｙ
さ
ん
〉
八
千
代
の
「
小
説
の
中
に
、
俺
が
い
ま
し
た
」
と
い
う
発
言
か
ら
、
八

千
代
は
描
写
さ
れ
た
主
人
公
に
自
分
を
重
ね
、
調
子
が
い
い
と
き
の
自
分

の
姿
を
見
い
だ
し
た
こ
と
が
分
か
る
ね
。

〈
Ｘ
さ
ん
〉
な
る
ほ
ど
。
だ
か
ら
八
千
代
は
こ
の
小
説
を
面
白
い
と
感
じ
た
の
か
。

忍
の
小
説
に
対
す
る
八
千
代
の
気
持
ち
が
、
原
稿
を

様
子
に

表
れ
て
い
る
ね
。

問
五　

本
文
中
に
「⑤
あ
あ
、
わ
か
っ
た
よ
。
言
わ
れ
な
く
て
も
わ
か
っ
て
る
よ
。」
と
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
と
き
の
忍
の
心
情
を
、
五
十
五
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

問
六　

本
文
の
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
、

次
の
ア
〜
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

八
千
代
の
視
点
か
ら
場
面
を
描
写
す
る
こ
と
に
よ
り
、
忍
の
小
説
に
対
す
る
八
千

代
の
心
情
の
起
伏
を
鮮
明
に
表
し
て
い
る
。

イ　

短
文
を
多
く
用
い
る
こ
と
で
、
忍
と
八
千
代
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
困
難
が
次
々
と

解
消
さ
れ
て
い
く
様
子
を
効
果
的
に
描
い
て
い
る
。

ウ　

場
面
の
初
め
と
終
わ
り
に
空
の
暗
さ
を
描
写
す
る
こ
と
で
、
長
い
時
間
が
経
過
し

た
こ
と
を
描
い
て
い
る
。

エ　

倒
置
表
現
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
場
面
の
様
子
や
登
場
人
物
の
心
情
を
印
象

的
に
描
き
出
し
て
い
る
。
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三　

問　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

天
才
高
校
生
作
家
と
呼
ば
れ
た
忍し
の
ぶ

は
、
大
学
入
学
後
、
思
う
よ
う
な
小
説
が
書

け
ず
自
信
を
失
い
か
け
る
中
、
競
歩
を
題
材
に
小
説
を
書
く
こ
と
に
な
り
、
同
じ

大
学
の
後
輩
で
競
歩
選
手
の
八や

千ち

代よ

を
取
材
し
た
。
小
説
を
書
き
上
げ
た
忍
は
、

レ
ー
ス
を
翌
日
に
控
え
た
八
千
代
を
訪
ね
て
小
説
を
手
渡
し
た
と
こ
ろ
、
八
千
代

が
す
ぐ
に
原
稿
を
読
み
始
め
た
た
め
、
そ
の
場
を
離
れ
、
待
つ
こ
と
に
し
た
。

　

さ
て
、
次
は
ど
こ
に
行
こ
う
か
。
そ
う
思
っ
て
、
立
ち
止
ま
っ
た
と
き
だ
っ
た
。

　

力
強
い
足
音
が
、
聞
こ
え
た
の
は
。
よ
く
知
る
長
身
が
、
暗
が
り
を
泳
ぐ
よ
う
に
近
づ

い
て
き
た
の
は
。

「
こ
こ
に
い
た
！
」

　

珍
①

し
く
声
を
張
っ
た
八
千
代
が
、
小
走
り
で
や
っ
て
来
る
。

　

手
に
は
、
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
プ
で
留
め
ら
れ
た
原
稿
の
束
が
あ
っ
た
。

「
よ
く
、
こ
こ
に
い
る
っ
て
わ
か
っ
た
な
」

「
人
間
は
落
ち
込
ん
だ
と
き
海
に
行
く
っ
て
、
先
輩
が
言
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
去

年
、＊
館た
て

山や
ま

で
」

「
い
や
、
俺
、
別
に
落
ち
込
ん
で
な
い
し
。
ち
ょ
っ
と＊ナ
イ
ー
ブ
な
気
持
ち
に
な
っ
て
た

だ
け
で
」

「
な
ん
で
俺
が
読
ん
で
る
だ
け
で
ナ
イ
ー
ブ
に
な
る
ん
で
す
か
」

「
う
る
さ
い
。
そ
う
い
う
も
の
な
ん
だ
よ
」

　

息
を
吸
っ
た
。②
無
意
識
に
握
り
締
め
て
い
た
両
手
か
ら
力
を
抜
こ
う
と
し
た
の
に
、
で

き
な
か
っ
た
。

「
…
…
ど
う
だ
っ
た
」

「
レ
ー
ス
前
に
、
な
ん
て
酷ひ

ど

い
小
説
を
読
ま
せ
る
ん
で
す
か
」

　

忍
の
前
に
仁
王
立
ち
し
て
、
八
千
代
が
声
を
凄す

ご

ま
せ
る
。

「
人
が
明
日
、
世
界
陸
上
を
賭
け
て
レ
ー
ス
に
出
よ
う
と
し
て
る
と
き
に
、
大
学
で
伸
び

悩
ん
で
る
競
歩
選
手
と
崖
っ
ぷ
ち
の
売
れ
な
い
小
説
家
が
主
人
公
の
小
説
な
ん
て
読
ま
せ

て
。
し
か
も
主
人
公
、
最
後
の
レ
ー
ス
で
負
け
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
競
歩
、
引
退
し
て

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ア
ス
リ
ー
ト
の
道
を
諦
め
て
普
通
に
生
き
て
い
く
選
択
を
し
て
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
小
説
家
は
小
説
家
で
、
売
れ
な
い
自
分
の
ま
ま
業
界
に
し
が
み
つ
く

決
意
な
ん
て
し
ち
ゃ
っ
て
る
し
。
な
ん
で
す
か
こ
れ
。
本
人
達
は
納
得
し
て
る
か
も
し
れ

な
い
け
ど
、
読
ん
で
る
こ
っ
ち
は
辛つ
ら

す
ぎ
ま
す
よ
。
読
む
っ
て
言
っ
た
の
俺
で
す
け
ど
、

よ
く
も
ま
あ
、
こ
ん
な
辛
い
小
説
、＊
輪わ

島じ
ま

ま
で
持
っ
て
来
ま
し
た
ね
」

　

原
③

稿
を
忍
の
前
に
掲
げ
て
、
八
千
代
は
一
気
に
捲ま

く

し
立
て
た
。 

肩
で
息
を
し
な
が
ら
、

忍
の
こ
と
を
睨に

ら

み
つ
け
る
。

　

彼
は
、
怒
る
に
違
い
な
い
と
思
っ
た
。
主
人
公
の
二
人
を
《
勝
た
せ
な
か
っ
た
》
こ
と

を
。
二
人
が
《
負
け
》
を
噛か

み
締
め
て
次
の
場
所
へ
向
か
う
終
わ
り
方
を
、
八
千
代
だ
け

は
許
さ
な
い
と
。

「
面
白
か
っ
た
よ
」
と
言
っ
て
ほ
し
い
な
ら
、
他
の
人
に
読
ん
で
も
ら
う
。
そ
れ
こ
そ＊
百も

も

地ち

さ
ん
だ
っ
た
ら
、
ど
れ
ほ
ど
修
正
が
必
要
だ
と
判
断
し
て
も
、「
面
白
か
っ
た
で
す
」

と
ま
ず
は
言
う
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
も
、
彼
に
読
ん
で
ほ
し
か
っ
た
。

「④
で
も
、
面
白
か
っ
た
」

　

波
音
に
紛
れ
る
よ
う
な
擦か

す

れ
た
声
で
、
八
千
代
は
首
を
縦
に
振
っ
た
。
何
度
も
何
度
も

振
っ
た
。

「
小
説
の
中
に
、
俺
が
い
ま
し
た
。
調
子
が
い
い
と
き
の
俺
の
《
歩
き
》
が
、
こ
の
中
に

あ
り
ま
し
た
」

　

原
稿
を
両
手
で
握
り
締
め
て
、
八
千
代
は
今
度
は
小
さ
く
頷う
な
ず

い
た
。
や
は
り
、
何
度

も
何
度
も
頷
い
た
。

「＊
高た

か

畠は
た

で
の
レ
ー
ス
の
と
き
、
こ
う
や
っ
て
歩
け
ば＊50
キ
ロ
で
勝
て
る
っ
て
、
確
か
に
見

え
た
ん
で
す
。
な
の
に
、
輪
島
に
向
け
て
練
習
し
て
る
う
ち
に
、
ど
う
や
っ
て
歩
い
て
た

の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
。
ど
れ
だ
け
練
習
し
て
も
、
自
分
の
映
る
ビ
デ
オ
を
観
て
も
、

強
か
っ
た
と
き
の
自
分
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
で
も
、
こ
の
小
説
の
中
に
い
た
ん
だ
。

調
子
よ
く
歩
い
て
い
る
と
き
の
俺
が
、
小
説
の
中
に
ち
ゃ
ん
と
い
た
」

　

上う
わ

擦ず

っ
た
声
で
言
っ
た
八
千
代
が
、
胸
の
前
で
原
稿
を
抱
え
る
。
ま
だ
本
に
す
ら
な
っ

て
な
い
。
な
る
か
も
わ
か
ら
な
い
紙
の
束
を
、
大
事
そ
う
に
抱
き
し
め
る
。

「
俺
に
小
説
の
善よ

し
悪あ

し
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
俺
に
と
っ
て
は
凄
く

大
事
な
本
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
よ
く
わ
か
り
ま
す
」

「
気
が
早
い
な
」

　

も
う
充
分
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
自
分
に
、
忍
は
溜た

め
息
を
こ
ぼ
し
た
。
こ
の
小
説
が
八

千
代
以
外
の
目
に
触
れ
る
こ
と
な
く
、
本
に
な
る
こ
と
も
な
く
消
え
て
い
っ
た
と
し
て
も
、

悔
い
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

「
逃
げ
ち
ゃ
駄
目
で
す
よ
」

　

忍
の
真
意
を
見
透
か
し
た
よ
う
に
、
八
千
代
が
言
う
。
穏
や
か
だ
け
ど
鋭
利
な
、
呪
い

の
よ
う
な
言
葉
だ
っ
た
。

「
ど
ん
な
に
辛
く
て
も
、
最
前
線
で
戦
っ
て
く
だ
さ
い
。
俺
も
歩
き
続
け
ら
れ
る
限
り
歩

き
ま
す
」

　

あ
⑤

あ
、わ
か
っ
た
よ
。
言
わ
れ
な
く
て
も
わ
か
っ
て
る
よ
。 

肩
を
震
わ
せ
て
、そ
う
言
っ

た
。

　

口
か
ら
こ
ぼ
れ
る
の
は
笑
い
声
な
の
に
、
涙
が
込
み
上
げ
て
く
る
よ
う
な
感
覚
が
す
る
。

涙
は
出
な
い
の
に
、
体
の
芯
を
焼
く
よ
う
な
熱
量
だ
け
が
、
忍
の
中
で
渦
巻
い
て
い
た
。

 

（
額ぬ

か

賀が　

澪み
お

「
競
歩
王
」
に
よ
る
）
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問
一　

【
話
し
合
い
の
一
部
】
の
中
に
「①
皆
さ
ん
は
屋
内
で
の
作
業
と
聞
い
て
、
ど
の
よ

う
な
作
業
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
Ａ
さ
ん
の
発
言
の
意
図

を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

自
分
の
感
想
を
率
直
に
伝
え
、
聞
き
手
の
共
感
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
。

イ　

身
近
な
話
題
か
ら
話
し
始
め
、
場
の
雰
囲
気
を
よ
く
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

ウ　

結
論
を
先
に
述
べ
、
聞
き
手
に
話
の
要
点
を
明
確
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

エ　

聞
き
手
に
問
い
か
け
、
聞
き
手
の
興
味
を
引
き
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

問
二　

【
話
し
合
い
の
一
部
】
の
中
に
「②『
早
生
品
種
』
と
い
う
言
葉
に
は
説
明
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
Ｂ
さ
ん
の
発
言
に
つ
い
て
説
明
し

た
も
の
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え

な
さ
い
。

ア　

く
だ
け
た
表
現
だ
と
感
じ
た
た
め
、
場
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
に
言
い
換
え
る
こ
と

を
提
案
し
て
い
る
。

イ　

聞
き
慣
れ
な
い
用
語
だ
と
感
じ
た
た
め
、
用
語
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
こ
と
を

提
案
し
て
い
る
。

ウ　

複
雑
な
説
明
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
た
め
、
具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
説
明
す
る

こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

エ　

長
々
と
し
た
説
明
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
た
め
、
一
言
で
表
す
表
現
に
す
る
こ

と
を
提
案
し
て
い
る
。

問
三　

【
話
し
合
い
の
一
部
】
の
中
に
「③
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
写
真
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
様

子
を
撮
っ
た
写
真
も
示
し
て
は
ど
う
で
す
か
。」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
Ｃ
さ
ん
の
発

言
を
踏
ま
え
て
、
Ａ
さ
ん
が
示
す
写
真
の
内
容
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の

ア
〜
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

収
穫
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
屋
内
で
乾
燥
さ
せ
て
い
る
様
子
。

イ　

機
械
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
サ
イ
ズ
ご
と
に
仕
分
け
し
て
い
る
様
子
。

ウ　

従
業
員
と
山
川
さ
ん
が
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
る
様
子
。

エ　

山
川
さ
ん
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
入
っ
た
箱
を
運
ん
で
い
る
様
子
。

問
四　

【
話
し
合
い
の
一
部
】
の
中
の
「④
聞
く
」
を
、
適
切
な
謙
譲
語
に
改
め
な
さ
い
。

問
五　

【
話
し
合
い
の
一
部
】
の
中
の

⑤

と

⑥

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
の
組
み
合

わ
せ
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な

さ
い
。

ア　

⑤　

目
的　
　
　

⑥　

手
段

イ　

⑤　

現
状　
　
　

⑥　

課
題

ウ　

⑤　

概
略　
　
　

⑥　

詳
細

エ　

⑤　

理
想　
　
　

⑥　

現
実

問
六　

【
話
し
合
い
の
一
部
】
の
中
に
「⑦
三
人
で
動
画
を
見
て
、
リ
ハ
ー
サ
ル
を
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
よ
り
よ
い
発
表
に
な
り
そ
う
で
す
。」
と
あ
り
ま
す
が
、
次

の
文
は
、
こ
の
Ａ
さ
ん
の
発
言
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
で
す
。

に
あ
て
は
ま
る
適
切
な
表
現
を
考
え
て
、
十
五
字
以
内
で
答
え
な
さ
い
。

　

動
画
を
見
て
リ
ハ
ー
サ
ル
を
振
り
返
る
こ
と
に
は
、

と
い
う

効
果
が
あ
る
た
め
、
発
表
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と

に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
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第 　

二　

問　

あ
る
中
学
校
の
Ａ
さ
ん
た
ち
三
人
の
班
は
、
農
場
を
経
営
す
る
山
川
さ
ん

の
も
と
で
、
三
日
間
の
職
場
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
た
ち
は
、
職
場
体
験
で
学

ん
だ
こ
と
を
発
表
す
る
校
内
報
告
会
に
向
け
て
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
、
リ
ハ
ー
サ
ル
の

様
子
を
動
画
に
撮
影
し
ま
し
た
。
次
は
、
発
表
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
、
撮
影
し
た

動
画
を
見
な
が
ら
三
人
で
話
し
合
っ
て
い
る
と
き
の
様
子
で
す
。【
話
し
合
い
の
一
部
】

を
読
み
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

【
話
し
合
い
の
一
部
】

〈
Ａ
さ
ん
〉
そ
れ
で
は
、
私
が
発
表
を
担
当
す
る
三
日
目
の
部
分
の
動
画
を
見
て
く

だ
さ
い
。
発
表
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
動
画
〕
を
再
生
す
る
。

〔
動
画
〕　

〔
動
画
〕
の
再
生
を
一
時
停
止
す
る
。

〈
Ａ
さ
ん
〉
こ
こ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
Ｂ
さ
ん
〉
② 「

早
生
品
種
」
と
い
う
言
葉
に
は
説
明
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

聞
き
手
に
と
っ
て
は
な
じ
み
の
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

〈
Ａ
さ
ん
〉
確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
早
く
成
熟
す
る
た
め
、
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で

の
期
間
が
短
い
品
種
の
こ
と
を
い
い
ま
す
、
と
い
っ
た
説
明
を
加
え
ま
す
。

ほ
か
に
は
あ
り
ま
す
か
。

〈
Ｃ
さ
ん
〉
発 

表
の
中
に
「
作
業
の
一
部
を
機
械
で
行
っ
て
い
ま
す
。」
と
あ
り
ま
し

た
が
、
聞
き
手
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
、③
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
写
真
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
様
子
を
撮
っ
た
写
真
も
示
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

〈
Ａ
さ
ん
〉
な
る
ほ
ど
。
農
場
で
写
真
を
た
く
さ
ん
撮
っ
た
の
で
、
様
子
が
伝
わ
る

写
真
を
探
し
て
、
聞
き
手
に
示
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ほ
か
に
何
か
気
づ

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
な
け
れ
ば
、
続
き
を
再
生
し
ま
す
。

〈
Ｃ
さ
ん
〉
は
い
、
続
き
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

〔
動
画
〕
の
続
き
を
再
生
す
る
。

〔
動
画
〕

〔
動
画
〕
の
再
生
を
一
時
停
止
す
る
。

〈
Ａ
さ
ん
〉
今
見
た
部
分
に
つ
い
て
ど
う
で
す
か
。

〈
Ｃ
さ
ん
〉
山
川
さ
ん
の
お
話
か
ら
私
た
ち
が
学
ん
だ
こ
と
を
伝
え
る
と
こ
ろ
で

は
、
⑤

を
話
し
た
あ
と
に
、
そ
の

⑥

に
つ
い
て
述
べ
て
い
た
の

で
、
聞
き
手
に
と
っ
て
内
容
を
捉
え
や
す
い
構
成
に
な
っ
て
い
た
と
思
い

ま
す
。

〈
Ｂ
さ
ん
〉
Ａ
さ
ん
が
伝
え
た
い
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

〈
Ａ
さ
ん
〉⑦
三
人
で
動
画
を
見
て
、
リ
ハ
ー
サ
ル
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

よ
り
よ
い
発
表
に
な
り
そ
う
で
す
。

〈
Ｂ
さ
ん
〉
そ
れ
で
は
次
に
、
私
が
発
表
を
担
当
す
る
三
日
間
全
体
の
ま
と
め
の
部

分
を
見
て
く
だ
さ
い
。

　

三
日
目
は
屋
内
で
作
業
を
し
ま
し
た
。①
皆
さ
ん
は
屋
内
で
の
作
業
と
聞
い
て
、

ど
の
よ
う
な
作
業
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。 
屋
内
で
の
作
業
に
は
、
収
穫
し
た
野

菜
の
出
荷
準
備
、
農
機
具
の
整
備
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
作
業
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
日
は
、
作
業
場
で
、
収
穫
後
に
乾
燥
さ
せ
た
キ
タ
ア
カ
リ
と
い
う
早わ

生せ

品
種
の

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
出
荷
準
備
を
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ

れ
が
キ
タ
ア
カ
リ
で
す
。
山
川
さ
ん
の
農
場
で
は
、
出
荷
前
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
機

械
で
サ
イ
ズ
ご
と
に
仕
分
け
す
る
な
ど
、作
業
の
一
部
を
機
械
で
行
っ
て
い
ま
す
。

従
業
員
の
方
々
は
、
仕
分
け
さ
れ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
傷
が
な
い
か
を
点
検
し
て
箱

に
詰
め
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
箱
を
山
川
さ
ん
と
一
緒
に
運
び
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
昼
休
み
に
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
傷
が
な
い
か
を
点
検
す
る
目
的
に
つ
い

て
、
山
川
さ
ん
か
ら④
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
山
川
さ
ん
に
よ
る
と
、
傷
の
あ

る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
傷
み
が
早
く
な
る
そ
う
で
す
。
自
分
た
ち
が
作
っ
た
野
菜
を
、

安
心
し
て
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
一
つ
一
つ
点
検
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

山
川
さ
ん
の
お
話
か
ら
私
た
ち
が
学
ん
だ
こ
と
は
、
仕
事
に
対
す
る
責
任
で
す
。

山
川
さ
ん
の
農
場
で
は
、
作
業
の
効
率
だ
け
を
優
先
す
る
の
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
に
傷
が
な
い
か
ど
う
か
を
人
が
一
つ
一
つ
点
検
す
る
な
ど
、
人
の
手
で
責
任

を
持
っ
て
品
質
を
管
理
し
て
い
た
こ
と
が
、
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

三
日
目
の
報
告
は
以
上
で
す
。



����

第　

一　

問　

次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

問
一　

次
の
文
の　
　

線
部
①
〜
⑥
の
う
ち
、
漢
字
の
部
分
は
そ
の
読
み
方
を
ひ
ら
が

な
で
書
き
、
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
は
漢
字
に
改
め
な
さ
い
。

・　

自
宅
に
荷
物
が①
届
く
。

・　

騒
音
の
対
策
を②
施
す
。

・　

さ
ま
ざ
ま
な③
銘
柄
の
米
が
並
ぶ
。

・　

月
の
光
が
庭
を④
テ
ら
す
。

・　

厚
手
の⑤
モ
ウ
フ
を
掛
け
る
。

・　

列
車
が
駅
の
手
前
で⑥
ゲ
ン
ソ
ク
す
る
。

問
二　

次
の
文
の
中
に
、
用
言
は
全
部
で
い
く
つ
あ
り
ま
す
か
。
正
し
い
も
の
を
、
あ
と

の
ア
〜
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

あ
る
晴
れ
た
冬
の
朝
、
小
学
生
た
ち
は
に
ぎ
や
か
に
話
し
な
が
ら
、
白
い
雪
が

残
る
公
園
を
歩
い
た
。

　

ア　

四
つ　

　
　
　
　

イ　

五
つ　

　
　
　
　

ウ　

六
つ　

　
　
　
　

エ　

七
つ

問
三　

次
の
行
書
で
書
か
れ
た
漢
字
の
う
ち
、
楷
書
で
書
く
場
合
と
比
べ
て
、
点
画
が
省

略
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

ア　

 
イ　

勇 

ウ　

危 

エ　

閉

令 和 ７ 年 度

公立高等学校入学者選抜学力検査問題

国　　語
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